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愛荘町議会だより 愛荘町議会だより
2023.5 2023.5

賛成７ 反対６ 令和５年度 一般会計予算令和５年度 一般会計予算
3月定例会3月定例会

12億7,100万円

30億4,067万円

10億9,519万円

3億9,110万円

1億780万円24億8,500万円

10億702万円

6億9,248万円

7億2,874万円

地方債 11.8％

町税 28.1％

繰入金 10.1％

繰越金・諸収入など 3.6％

分担金・負担金・使用料など 1.0％地方交付税 23.0％

国庫支出金 9.3％

県支出金 6.4％

地方譲与税など 6.7％

一般会計（収入）

自
主
財
源

自
主
財
源
42.842.8
％％

依
存
財
源

依
存
財
源
57.257.2
％％
108億1,900万円

30億4,919万円

22億166万円

14億1,319万円

9億8,160万円

7億2,666万円

2億2,914万円

4億6,174万円

1億223万円

1億1,300万円

9,406万円

178万円

14億4,475万円

民生費 28.2%

総務費 20.3%

教育費 13.1%

公債費 9.1%

衛生費 6.7%

消防費 4.3%

農林水産業費 2.1％

議会費 0.9%

諸支出金・予備費 1.0%

商工費 0.9%

労働費 0.0％

土木費 13.4%

一般会計（支出）
108億1,900万円

※各項目で四捨五入しているため、合計が
　合わない場合があります。

自
主
財
源
42.8
％

依
存
財
源
57.2
％

次
代
を
担
う「
ひ
と
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
三
方
よ
し
の
持
続
可
能
な

　

健
康
寿
命
延
伸

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
，５
２
０
千
円 

・
健
康
増
進
事
業

２
６
，９
８
４
千
円

・
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

２
４
，８
５
４
千
円

・
地
域
資
源
を
活
か
し
た
多

　

様
な
人
材
に
よ
る
共
創
型

　

課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
（
愛
着
と
誇
り
を
醸
成
し

　

て
い
く
た
め
の
キ
ャ
リ
ア

　

教
育
事
業
）５

，２
２
６
千
円

誰
も
が
活
躍
で
き
る

　
　
「
し
ご
と
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
西
部
地
域
土
地
改
良
事
業

４
６
，９
８
０
千
円

・
空
家
対
策
事
業
（
利
活
用
）

１
１
，８
５
８
千
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

　

５
７
，１
７
２
千
円

一般会計予算は108億1,900万円で、前年度当初予算と比較すると2億7,500万円（▲2.5％）の減少となった。

地方交付税

国庫支出金
　

県 支 出 金

繰 入 金

地 方 債

・

・

・

・

・

国の地方財政計画により、臨時財政対策債の総額が減少し、臨時財政対策債振替相当額が減少した
ことから普通交付税が 32,000千円、地域おこし協力隊の人員増により特別交付税が 40,000千円、
総額 72,000千円の増（＋ 3.0％）となった。
愛知中学校等大規模増改築事業の完了により、その財源である学校施設環境改善交付金、新型コロ
ナウイルスワクチン接種事業の財源である体制確保事業補助金・接種事業負担金の減、デジタル推
進事業の財源であるデジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装タイプ）の増等により、総額
316,491千円の減（▲ 23.9％）となった。
県知事・参議院議員選挙事業の財源である市町村交付金、地籍調査事業の財源である地籍調査対策
事業費補助金の減等により、総額 48,777千円の減（▲ 6.6％）となった。
基金繰入金については、財源不足を補うため財政調整基金 894,085千円、教育振興基金 66,000
千円、合併振興基金 70,000千円、がんばる愛荘町まちづくり基金 64,400千円、森林環境譲与税
基金 700千円を取崩す見込である。
庁舎等リニューアル事業の財源である一般事業債、公共施設等適正管理推進事業債の増、愛知中学
校等大規模増改築事業の完了による合併特例債、学校教育施設等整備事業債の減、臨時財政対策債
の減等により、総額 280,800千円の減（▲ 18.1％）となった。

主
な
重
点
施
策
の
取
組

支出の主な増減要因
収入の主な増減要因

庁舎等リニューアル事業、デジタル化推進事業、三方よしの持続可能な健康寿命延伸プロジェクト、
地域資源を活用した多様な人材による共創型課題解決プロジェクトの増等により、総額 899,003
千円の増 (＋ 69.0％ ) となった。
新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業の減等により、総額 41,452 千円の減（▲ 5.4％）と
なった。
西部地域土地改良事業外周測量業務の減等により、総額 36,135 千円の減（▲ 13.6％）となった。
中山道愛知川宿活性化事業、湖東三山館管理事業の減等により、総額 27,762 千円の減（▲
22.8％）となった。
町道愛知川栗田線道路改良工事、歌詰橋耐震補強修繕工事に伴う豊郷町建設事業負担金、道路維持
補修測量設計業務および工事費の増等により、総額 133,803 千円の増（＋ 10.2％）となった。
愛知中学校等大規模増改築事業の完了による減等により、総額 1,203,782 千円の減（▲ 46.0％）
となった。
臨時財政対策債、公共事業等債、地方道路等整備事業債の償還開始に伴う元金償還の増により、総
額 18,770 千円の増（＋ 1.9％）となった。
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ロ
ジ
ェ
ク
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多
様
な
人
材
・
活
動
を

つ
な
ぐ
た
め
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中
間
支
援

組
織
育
成
事
業
）

１
９
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７
４
千
円

未
来
を
先
取
る
活
力
あ
る　
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ま
ち
づ
く
り
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
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庁
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等
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ニ
ュ
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ア
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８
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０
千
円
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移
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・
交
流
事
業

５
４
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６
７
千
円

・
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
開
催

　

準
備
事
業１
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，１
２
５
千
円

・
地
域
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活
か
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た
多

様
な
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材
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る
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創
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解
決
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ク
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愛
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町
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か
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資
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し
た
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広
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１
３
千
円
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・

・
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新
し
い
自
治
会
の
あ
り
方

は　
（
辰
己　
保　
委
員
）

除
雪
の
基
準
や
歩
道
の
除

雪
対
応
は

（
久
保
田　
正
利
委
員
）

 （
中
川　
喜
代
和
委
員
）

旧
愛
知
川
警
部
交
番
・
官

舎
解
体
工
事
内
容
は

（
森
野　
隆　
委
員
）

 （
澤
田　
源
宏
委
員
）

 （
辰
己　
保　
委
員
）

青
地
農
地
で
の
違
反
転
用

の
状
況
は

（
澤
田　
源
宏
委
員
）

湖
東
三
山
館
あ
い
し
ょ

う
・
中
山
道
愛
知
川
宿
街

道
交
流
館
指
定
管
理
の
進
め
方
は

（
河
村　
善
一
委
員
）

検
診
の
自
己
負
担
軽
減
内

容
は（

瀧　
す
み
江
委
員
）

後
期
高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
事
業
の
内
容
は

（
瀧　
す
み
江
委
員
）

帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
補

助
の
実
施
は

（
中
川　
喜
代
和
委
員
）

町
営
住
宅
来
客
者
用
駐
車

場
の
長
期
留
め
置
き

（
瀧　
す
み
江
委
員
）

デ
ジ
タ
ル
化
予
算
の
有
効

性
は（

河
村　
善
一
委
員
）

令
和
５
年
度
は
共
創
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
が
、
こ

の
な
か
で
、
地
域
の
自
主
的
な
力

を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
強
く

推
進
し
て
い
く
。

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
を
介
し

て
、
町
へ
の
各
種
申
請
等
手
続
き

の
活
用
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
議
会
運
営
に
関

し
て
も
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
り
進
め

て
行
く
も
の
で
あ
る
。

警
部
交
番
お
よ
び
官
舎
の
建

屋
解
体
お
よ
び
車
庫
等
付
属
物
の

撤
去
で
あ
る
。
杭
の
引
抜
き
を
今

回
の
工
事
で
行
わ
な
い
理
由
は
、

抜
く
こ
と
に
よ
り
、
地
盤
の
ゆ
る

み
振
動
・
騒
音
か
ら
、
付
近
へ
の

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
た
め
、

存
置
と
し
た
。

通
勤
通
学
の
道
路
や
バ
ス
路

線
、
交
通
量
が
多
い
区
間
な
ど
を

優
先
的
に
除
雪
し
て
い
る
。　

　

歩
道
は
子
ど
も
達
が
通
学
す
る

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
が
、
現
状
、
歩

道
ま
で
除
雪
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
令
和
４
年
の
大
雪
時
に
学
校

関
係
者
、
保
護
者
、
町
職
員
で
歩

道
の
除
雪
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
も
協
議
し
な
が
ら

対
応
す
る
。

違
反
転
用
は
17
件
報
告
が
あ

る
。可
能
な
も
の
は
追
認
許
可
し
、

認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
是
正
を
指

導
す
る
。
是
正
が
な
け
れ
ば
勧
告

と
刑
事
処
分
が
課
さ
れ
る
が
町
で

実
績
は
な
い
。
所
有
権
移
転
の
場

合
は
農
地
復
元
が
必
須
と
な
る
。

今
後
の
２
施
設
の
運
営
は
、

基
本
的
に
指
定
管
理
を
考
え
て
い

る
。
議
会
や
現
在
の
指
定
管
理
者

か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
議
会
、
関
係
者
と
協
議
し
な

が
ら
運
営
・
募
集
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
夏

頃
に
は
指
定
管
理
の
公
募
を
予
定

し
て
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
運

営
・
募
集
し
て
い
く
の
か
を
協
議

し
、
決
定
し
て
い
く
。

各
検
診
の
自
己
負
担
は
、
従

来
実
費
の
２
～
３
割
で
設
定
し
て

い
た
が
、
令
和
３
年
度
よ
り
一
律

５
０
０
円
～
１
，
０
０
０
円
に
軽

減
を
図
っ
た
。
ま
た
各
種
検
診
を

同
時
受
診
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
引
き
続
き
受
診
率
の
向
上

に
努
め
る
。

国
保
連
合
会
か
ら
の
デ
ー
タ

を
基
に
、
75
歳
到
達
者
へ
の
認
知

症
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
健
康
調
査

の
実
施
や
地
域
で
の
健
康
教
育
・

相
談
等
に
よ
る
状
態
把
握
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
課
題
を
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
捉
え
、
有
効
的
な
健

康
事
業
と
す
る
。

以
前
か
ら
町
内
医
療
機
関
の

先
生
方
と
協
議
を
し
て
い
る
な
か

で
、
ま
ず
は
国
の
承
認
を
受
け
た

も
の
を
優
先
し
て
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。
今
回
の
ご
意
見
を
町
の

保
健
衛
生
会
議
で
報
告
す
る
。

来
客
者
用
へ
の
２
・
３
日
程

度
の
駐
車
は
把
握
し
て
い
な
い
。

入
居
者
か
ら
情
報
提
供
も
あ
る 

が
、
今
後
一
定
の
ル
ー
ル
を
考
え

問

問

問

問

問問

問 問

問 問答 答

答

答答

答答

答 答

答

民
生
部
門

産
業
建
設
部
門

解体される旧愛知川警部交番

て
い
く
。
注
意
、
勧
告
す
る
な
ど

を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。

　令和５年度一般会計予算は、３月２日に上程され予算・決算特別委員会（委
員長　村西副議長）に付託された。４部門（総務・産業建設・民生・教育）
での小委員会を開催するとともに、予算・決算特別委員会において慎重に審
査を行い、改めて部門別の総括審査を行った。主な質疑内容は P4 ～ P6 の
とおり。
　
　総括質疑終了後に、森野委員・澤田委員より、「議案第２１号　令和５年
度町一般会計予算に対する修正動議（※）」が提出された。内容は、庁舎等
リニューアル工事に関連した委託料、工事請負費、備品購入費の総額約 7
億 5 千 7 百万円を減額し、総額 100 億 6 千 190 万 7 千円とするものであ
った。
　
　「修正案」の採決の結果、可否同数であったため、町議会委員会条例第
１４条の規定で、委員長の決すると
ころにより、「議案第２１号　令和
５年度町一般会計予算に対する修正
案」を可決した。また、「修正議決
した部分を除く原案」の採決の結果、
賛成多数で「修正部分を除く部分」
は、原案のとおり可決した。 愛知川庁舎と保健センター

45

（※）動議とは、議会の意思決定を求めて議員から出される提案のこと。本件は、予算の総額を減額修
　　  正する動議が出された。

庁
舎
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
レ
イ
ア
ウ
ト
は

（
久
保
田
正
利
委
員
）

 （
小
菅　
久
宣
委
員
）

（
森
野　
隆　
委
員
）

（
瀧　
す
み
江
委
員
）

（
辰
己　
保　
委
員
）

工
事
内
容
は
、
各
課
へ
複
数

回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
進
め

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

各
課
の
要
望
を
全
て
対
応
し
た
も

の
で
は
な
い
。

　

検
討
段
階
に
お
い
て
は
旧
愛
知

川
警
部
交
番
側
の
敷
地
に
お
い
て

建
築
す
る
話
も
あ
っ
た
が
、
道
路

を
横
断
す
る
よ
り
同
一
敷
地
内
で

の
増
築
を
最
終
的
に
は
判
断
し
た

も
の
で
あ
る
。
か
ね
て
か
ら
議
論

は
行
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
て
お

り
、
現
行
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更

す
る
予
定
は
な
い
。

　

両
庁
舎
を
ま
た
ぐ
行
政
運
営
で

は
無
く
、
住
民
の
た
め
に
も
統
合

し
た
行
政
運
営
を
行
う
事
が
一
番

と
考
え
て
い
る
。

総
務
部
門

問答

予算・決算特別委員会 ＊抜粋・要約

令和５年度一般会計予算令和５年度一般会計予算
とことんチェック！とことんチェック！

令和５年度一般会計予算
とことんチェック！
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　３月定例会は、３月２日から２４日までの２３日間を会期として開催された。
　今期定例会の一般質問は１２議員から通告があり、第１日目（３月２日）８議員、第２日目（３月３日）４
議員と２日間に分けて質問した。
 （一般質問概要は、１１ページから）
　議案審議は、３月３日、２４日に行われ、町長提案議案は追加議案含め３８件、議員提出案件は１７件あり、
それぞれ慎重に審議を行った。
　「議案第２１号令和５年度一般会計予算　予算・決算特別委員会審査報告　修正議決すべきものと決定」の
１件は否決された。それ以外の議案はすべて原案可決された。
　３月２４日の議長辞職の件に伴う選挙などについては下表に掲載しておりません。

3月3日原案
可決

全員賛成の議案
｢国家公務員法等の一部を改正する法律｣ および ｢地方公務員法の一部を改正する法律｣ ( ともに
令和 5 年 4 月 1 日施行 ) が公布され､ 国家公務員等の定年年齢が延長されたことを受け、町職員
についても、同様の改正を行うもの。

愛荘町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例
議案第3号

議案番号 件　　　　　　名 議決結果 議決日

地方公務員法一部を改正する法律（令和３年法律第６３号）が令和５年４月１日から施行されるこ
とに伴い、定年延長等に伴う関係条例の規定整備を行うもの。

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
議案第4号

町職員の給与に関する条例を令和４年１２月に改正したことを受け、町会計年度任用職員について
も同様の改正を行う。

愛荘町会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
議案第5号

議案第6号 県条例および県施行規則が改正され、広告物の区分を変更された。これに伴い、条例の一部を改正
するもの。

愛荘町手数料条例の一部を改正する条例

議案第7号 道路法施行令の一部改正（令和４年政令第 378 号）に伴い、令和 5 年 4 月 1 日施行の市町村にお
ける民間地価水準（固定資産税評価額）および地価に対する賃料の水準の変動等を反映したものに
見直しが行われたことから、条例の一部を改正するもの。

愛荘町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

議案第8号 健康保険法施行令等の一部を改正する政令（令和 5 年政令第 23 号）が令和 5 年 4 月 1 日から施
行され、出産育児一時金を 40.8 万円から 48.8 万円に引き上げることに伴い、所要の改正を行う
もの。

愛荘町国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第9号 令和 4 年厚生労働省令第 159 号、167 号、175 号により、家庭的保育事業者等における安全計
画の策定、懲戒権の削除、自動車運行の際の所在確認についての改正があったことから、所要の改
正を行うもの。

愛荘町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

議案第10号 令和 4 年内閣府令第 65 号により、懲戒権に関する規定の削除についての改正があったことから、
所要の改正を行うもの。

愛荘町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

議案第11号 令和 4 年厚生労働省令第 159 号、175 号により、放課後児童健全育成事業者における安全計画の
策定、自動車運行の際の所在確認等についての改正があったことから、所要の改正を行うもの。

愛荘町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

令和５年３月定例会 令和５年３月定例会 

愛荘町立歴史文化博物館条例の一部を改正する条例

町道の路線の認定につき議決を求めることについて

「博物館法（昭和２６年法律第２８５号）」が令和５年４月１日から施行されることに伴い、所要の
改正を行うもの。

愛知川鵜上川 1 号線～ 3 号線、石橋五位田 3 号線、川原高畑 1 号線～ 2 号線、サンタウン 1 号線、
長野亀川原線を町道の路線に認定するもの。

議案第12号

議案第13号

改修が待たれる秦荘体育館

教
育
部
門

教
育
民
生
常
任

委
員
会
付
託

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会
付
託

臨
床
心
理
士
の
雇
用
内
容

は　
（
瀧　
す
み
江
委
員
）

郷
土
読
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
で
の
閲
覧
は

（
河
村　
善
一
委
員
）

障
が
い
児
受
入
推
進
事
業

の
内
容
は

（
河
村　
善
一
委
員
）

秦
荘
体
育
館
の
整
備
は

（
澤
田　
源
宏
委
員
）

料
金
の
値
上
げ
は

（
瀧　
す
み
江
委
員
）

令
和
５
年
度
の
計
画
は

（
瀧　
す
み
江
委
員
）

今
後
の
国
民
健
康
保
険
税

は　
　
（
辰
己　
保
委
員
）

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

土
地
取
得
造
成
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

広
域
連
合
納
付
金
額
は

（
辰
己　
保
委
員
）

施
設
の
利
用
者
負
担
に
関

す
る
軽
減
措
置
対
象
者
数

　
　
　
は　
　
（
辰
己　
保
委
員
）

特
定
健
康
診
査
の
単
価
は

（
村
西　
作
雄
委
員
）

元
利
償
還
に
対
す
る
財
政

措
置
は（

高
橋　
正
夫
委
員
）

特
別
支
援
の
観
点
か
ら
、
子

ど
も
の
発
達
検
査
へ
の
要
望
が
増

え
て
い
る
。
心
理
士
を
増
や
し
、

学
校
や
家
庭
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
し

て
よ
り
一
層
応
え
ら
れ
る
よ
う
雇

効
果
的
に
作
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
広
げ
方
に

な
る
か
は
未
定
だ
が
、
よ
り
多
く

の
町
内
外
の
方
々
に
知
ら
せ
て
い

き
た
い
。

学
童
保
育
所
が
障
が
い
児
を

受
け
入
れ
た
場
合
に
、
加
配
の
支

援
員
分
と
し
て
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
今
年
度
の
実
績
は
な
い
。

学
童
保
育
所
は
保
育
所
同
様
に
保

育
に
欠
け
る
児
童
を
預
か
っ
て
い

る
。

県
や
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
と

の
協
議
で
は
、体
育
館
は
国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
の
式
典
で
利
用
す
る
予
定

で
あ
る
。
現
在
雨
漏
り
し
て
い
る

が
、
今
年
度
中
に
改
修
す
る
。
大

規
模
改
修
に
つ
い
て
は
、
今
後
議

論
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
は
値
上
げ
は
考
え
て
い

な
い
。
今
後
は
下
水
道
公
営
企
業

の
経
営
状
況
を
見
な
が
ら
判
断
す

る
。

分
譲
宅
地
は
、
８
月
に
募

集
す
る
。
隣
接
払
下
用
地
や
基
準

と
な
る
区
画
に
満
た
さ
な
い
土
地

は
、
単
価
の
見
直
し
を
行
い
、
整

理
す
る
。

基
金
を
使
い
な
が
ら
急
激

な
上
昇
と
な
ら
な
い
よ
う
調
整
す

る
。

３
月
分
の
保
険
料
収
納
額
が

あ
る
た
め
、
見
込
額
に
よ
る
補
正

予
算
と
し
た
。

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

る
方
や
、
世
帯
全
員
が
町
民
税
非

課
税
で
あ
る
場
合
は
対
象
者
と
な

る
。
令
和
４
年
度
は
対
象
者
数
が

確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
令
和

３
年
度
低
所
得
者
保
険
料
軽
減

負
担
金
実
績
で
は
、
第
１
段
階

が
延
４
７
７
人
、
第
２
段
階
が

延
４
１
０
人
、
第
３
段
階
が
延

３
８
５
人
で
あ
る
。

医
師
会
と
契
約
し
て
お
り
、

１
件
あ
た
り
約
９
，０
０
０
円
で

あ
る
。
予
算
は
、
目
標
数
値
で
あ

る
60
％
の
方
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

計
上
し
て
い
る
。

元
金
償
還
に
つ
い
て
は
そ
の

一
部
が
地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎

で
あ
る
「
基
準
財
政
需
要
額
」
に

参
入
さ
れ
る
。

問 問 問

問

問

問

問

問問

問 問

答 答 答

答

答

答

答

答答 答

答

用
を
増
や
し
た
。

67

　令和５年度各特別会計予算、下水道事業会計予算は、
３月２日に上程され所管の各常任委員会に付託された。
　６日、８日、９日に開催された常任委員会でそれぞ
れ審査が行われた。総務産業建設常任委員会付託案件
については、すべて全員賛成で可決され、教育民生常
任委員会付託案件は、すべて賛成多数で可決された。
主な質疑は次のとおり。
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賛否が分かれた議案

議案第 1 号

議案番号 件　　　名

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○ 否
決

議
　
長

議
　
長

議
　
長

議
　
長

議
　
長

議
　
長

議
　
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

原
案
可
決

原
案
可
決

3
月
24
日

3
月
3
日

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律
（令和３年法律第３７号）による個人情報の保護に関する法律
（平成１５年法律第５７号）の一部改正に伴い、同法の施行に
関し必要な事項を定める必要があるため、法施行条例を制定す
るもの。

議案第 2 号
デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律

（令和３年法律第３７号）による個人情報の保護に関する法律
（平成１５年法律第５７号）の一部改正により、個人情報の保
護に関する規律が一元化されることに伴い、関係条例の所要の
整備を行うもの。

議案第 15 号

歳入歳出を 337,965 千円減額し、総額を 11,620,461 千円と
する。
※主な補正内容
　・事業実績見込によるもの　　
　・繰越明許　西部地域土地改良外周測量事業
                     ハーティーセンター秦荘トイレ改修事業

議案第 17 号

議案第 19 号

歳入歳出に 5,940 千円追加し、総額を 1,896,710 千円とする。
※主な補正内容
　・事業実績見込によるもの

○賛成　×反対

久
保
田
正
利

小
菅
　
久
宣	

中
川
喜
代
和	

澤
田
　
源
宏	

村
西
　
作
雄	

上
田
　
太
治	

村
田
　
　
定

高
橋
　
正
夫

外
川
　
善
正

河
村
　
善
一

瀧
　
す
み
江

竹
中
　
秀
夫

森
野
　
　
隆

辰
己
　
　
保

議
決
結
果

議
　
決
　
日

（※議長は採決に加わっていません。）

歳入歳出を 26,158 千円減額し、総額を 1,567,375 千円とする。
※主な補正内容
　・事業実績見込によるもの

議提第 1 号

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律
（令和３年法律第３７号）による個人情報の保護に関する法律
（平成１５年法律第５７号）の一部改正に伴い、同法の施行に
関し必要な事項を定める必要があるため、町では、「愛荘町個
人情報保護法施行条例」を制定される。地方公共団体の議会に
ついては、国会や裁判所が法による個人情報の取扱いに係る規
律の対象となっていないこととの整合性を図るため、基本的に
地方公共団体の機関から除外される。このことに伴い、町議会
で共通ルールに沿った条例を制定するもの。

愛荘町個人情報保護法施行条例

個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備
に関する条例

令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第９号）

令和４年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

令和４年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

愛荘町議会の個人情報の保護に関する条例

損害賠償の額を定めることについて

令和４年度愛荘町土地取得造成事業特別会計補正予算（第１号）
公用車と一般車両の事故等により過失割合を定め、損害金を賠償するもの議案第14号

議案第16号 歳入歳出に 15,723 千円追加し、総額を 15,733 千円とする。
※主な補正内容
　・事業用地の売払いによるもの

議案第18号
令和４年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
歳入歳出を 2,325 千円減額し、総額を 220,434 千円とする。
※主な補正内容
　・事業実績見込によるもの
令和４年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第３号）
収益的収入を 5,824 千円減額し、収益的支出を 5,060 千円減額するもの。資本的収入支出それぞ
れ 6,278 千円減額するもの。
※主な補正内容
　・事業実績見込によるもの

議案第20号

愛荘町湖東三山館あいしょうの指定管理者の指定期間の変更につき議決を求めることに
ついて
　・指定管理者　一般社団法人愛荘町観光協会
　・指定の期間の変更
　　令和2年4月1日から令和5年3月31日　→　令和2年4月1日から令和6年3月31日

議案第27号

中山道愛知川宿街道交流館の指定管理者の指定期間の変更につき議決を求めることに
ついて

議案第28号 　・指定管理者　（株）三和サービス
　・指定の期間の変更
　　　令和2年4月1日から令和5年3月31日　→　令和2年4月1日から令和6年3月31日

議案第29号
令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第 10号）
湖東三山館あいしょう指定管理、中山道愛知川宿街道交流館指定管理が指定期間の変更となったこ
とに伴い、債務負担行為を変更するもの。

議案第22号 令和５年度愛荘町土地取得造成事業特別会計
※質疑概要はP６のとおり

議案第26号 令和５年度愛荘町下水道事業会計予算
※質疑概要はP６のとおり

同意第1号 愛荘町職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて
森まゆみ氏（職員代表）の選任同意　任期：令和5年4月1日から2年間

同意第2号 愛荘町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
森秀昭氏（宮後）の任命同意　任期：令和5年3月29日から4年間

議案第30号
愛荘町行政組織条例の一部を改正する条例
建設・下水道課の分掌事務のうち「グランドデザインに関すること」を削除する。これに伴い、条例の
一部を改正するもの。

議案第31号

愛荘町介護保険条例の一部を改正する条例
新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこと等による介護保険の第一号保険料の減
免措置に対する財政措置の取扱いについて（厚生労働省事務連絡）により、令和 4 年度分の保険
料で令和 5 年 4 月 1 日以降に納期限が到来する保険料まで減免対象とされたため、所要の改正を
行うもの。

議案第34号

令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第 11号）
歳入歳出に 175,544 千円追加し、総額を 11,796,005 千円とする。
※主な補正内容
　・秦荘東小学校ＬＥＤ照明改修工事、秦荘西小学校防球ネット等工事
      秦荘中学校体育館改修工事 179,992 千円

意見書第1号

経口中絶薬の承認審査に慎重な判断を求める意見書
提出議員　河村善一　　賛成議員　中川喜代和
　令和 3 年 12 月、英国の製薬会社が自社製造の経口中絶薬の日本国内での使用を認めるよう初め
て承認を申請した。世界保健機関（ＷＨＯ）はその安全性を認め、広く使用されるべき薬として必
須医薬品に指定しており、海外では 80 以上の国と地域で承認されているが、現段階において日本
では認可されていない。今回申請された２種類の経口中絶薬「ミフェプリストン」と「ミソプロス
トール」は、副作用として手術が必要となる大量出血や細菌感染を引き起こすおそれがあることが
明らかになっている。国におかれては、まずは望まない妊娠を防ぐための性教育や相談体制の更な
る強化などを進めるとともに、承認審査にあたっては、国民の幅広い議論を喚起し、意見を十分聞
くなど、慎重な対応を求めるよう、強く要望する。

議提第2号 

～  
議提第4号
議提第5号

各常任委員会閉会中の継続調査について
総務産業建設・教育民生・広報の各常任委員会より、閉会中も所管事務について継続調査を行いた
い旨の申し出があったもの。
議員派遣について

3月3日

3月24日

原案
可決

議案第 21 号

議案第 23 号

令和５年度愛荘町一般会計予算
※質疑概要は P ４～ P ６のとおり
予算・決算特別委員会審査報告　修正議決すべきものと決定
※概要は P ４のとおり

議案第 24 号

令和５年度愛荘町国民健康保険事業特別会計予算
※質疑概要は P ６のとおり
令和５年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計予算
※質疑概要は P ６のとおり

議案第 25 号 令和５年度愛荘町介護保険事業特別会計予算
※質疑概要は P ６のとおり

議案第 32 号
第２次愛荘町総合計画における基本構想の変更および後期基本
計画の策定について
第 2 次愛荘町総合計画（基本構想・後期基本計画）を定める
もの

議案第 33 号
契約の締結につき議決を求めることについて
旧愛知川警部交番官舎解体工事
　契約金額　76,780,000 円　　契約の相手方　竹山建設（株）

議案第 35 号

令和５年度愛荘町一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出に 174,668 千円追加し、総額を 10,993,668 千円と
する。
※主な補正内容
　・国の出産・子育て応援交付金事業 28,761 千円
　・新型コロナウイルスワクチン接種関係経費 79,121 千円
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河村　善一 村西　作雄副議長 議長

３月定例会閉会日（３月２４日）議長、副議長の選挙が行われ、議会人事の変更がありました。

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
に

議
　
長
　
　
村
西
　
作
雄

副
議
長
　
　
河
村
　
善
一

　

平
素
よ
り
町
民
の
皆
様
に
は
、
町
議
会
に
対
し
て
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
私
ど
も
が
議
長
、
副
議
長
の
重
責

を
拝
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
あ
ま
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
町
で
は
今
年
度
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
子
育
て

や
高
齢
化
対
策
な
ど
幅
広
い
行
政
課
題
に
即
応
す
る
た
め
、「
第
2
次

愛
荘
町
総
合
計
画(

後
期
基
本
計
画)

」
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
も
あ
り
ま
し
た
庁
舎
統
合
も
、
紆
余

曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
一
定
の
方
向
性
も
定
ま
り
、
前
進
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
議
論
を
重
ね
今
以
上
に
委

員
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
執
行
部
と
議
会
が
あ
る
種
の

緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
二
元
代
表
制
の
対
等
機
関
と
し
て
と
も
に

切
磋
琢
磨
し
、
積
極
的
な
政
策
提
案
を
通
し
て
、
我
が
町
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
陰
に
陽
に
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

町選任の代表監査委員とともに町政全般にわたる監査

村田　　定

議長・副議長交代議長・副議長交代議長・副議長交代

議会選出監査委員　

12P

14P

13P

15P

16P

17P

18P

20P

19P

21P

22P

23P

一　般　質　問一　般　質　問

制限時間	 質問のみ 30 分以内（答弁は別）
質問方法	 ☆　一括方式
	 ・最初に全部の質問をし、まとめて回答を得る
　	 ・同一議題に対しての質問は 3 回まで
	 ☆　一問一答
	 一問ごとに質問・回答を繰り返す

　一般質問とは、議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考え
方をもとに、町長や教育長などに方
針を問うものです。

【令和 5 年 3 月定例会】一般質問一覧

※質問や答弁の内容を要約・割愛して掲載してあります。

①
②
①
②
③
④
⑤
①
②
①
②
③
④

①

①

①
②
①
②
③
④ 
①
②
③
①
②
③
①
②
③
①

村西　作雄　議員
【一問一答】

中川喜代和　議員
【一問一答】

森野　　隆　議員
【一問一答】

久保田正利　議員
【一問一答】

髙橋　正夫　議員
【一問一答】

澤田　源宏　議員
【一問一答】

上田　太治　議員
【一問一答】

瀧　すみ江　議員
【一問一答】

辰己　　保　議員
【一問一答】

小菅　久宣　議員
【一問一答】

河村　善一　議員
【一問一答】

外川　善正　議員
【一問一答】

庁舎統合計画に関連して
職員が安心して働き続けられる職場づくりを目指して
追寺川の排水整備計画
冬の除雪計画の見直し
子どもの福祉
自動車運転免許証の返納と移動手段の確保
町内校園におけるいじめと不登校の予防策
全国・学習状況調査結果と子どもを育む全町的取り組みの必要性
グランドデザイン 2040
新年度予算
通学路の安全対策
放課後の子どもの居場所
職員の配置体制

令和 5 年度当初予算と町総合計画

旧警部交番跡地の活用

庁舎問題
東近江行政組合の負担金
新型コロナ
障害者（児）サービスの休日対応
あなたの 1 日プロデュース事業
ごみ問題
国民健康保険税
庁舎等公共施設最適配置と町民の利便性
通学歩道の除雪
国民健康保険税
庁舎等公共施設最適配置と町民の利便性
通学歩道の除雪
若年無業者、ひきこもり
子宮頸がんワクチン
町福祉コミュニティ親の会の設立を目指して
公共施設等最適配置の策定にかかわる今日までの取り組みおよび
関連するまちづくり

議員名でさがす議員名でさがす
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12

過去５年間の職員に関する指数（答弁内容）　　　　　　※本年１月末現在

追寺川の溢水（令和３年８月）

一
昨
年
4
月
以
降
、
議
会

に
対
し
庁
舎
統
合
に
か
か

る
協
議
は
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
な

い
。庁
舎
統
合
は
避
け
ら
れ
な
い
、

や
ら
な
け
れ
ば
と
の
思
い
は
ほ
と

ん
ど
の
議
員
が
持
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
町
長
ス
タ
ン
ス
か
ら

は
、
本
気
度
真
剣
度
が
伝
わ
っ
て

こ
な
い
。次

に
増
築
予
定
の
新
保
健

セ
ン
タ
ー
の
件
。
既
に
建

築
基
準
法
に
よ
る
確
認
申
請
が
な

さ
れ
、
一
昨
年
10
月
に
は
確
認
申

請
が
下
り
て
い
る
。
も
う
建
築
位

置
も
変
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
建
物

は
す
で
に
コ
ン
プ
リ
ー
ト
さ
れ
て

い
る
。
2
年
近
く
議
会
と
の
協
議

も
進
め
ず
、
片
や
保
健
セ
ン
タ
ー

は
い
つ
で
も
建
築
で
き
る
よ
う
、

準
備
万
端
進
め
て
き
た
先
走
っ
た

本
来
、
町
が
管
理
す
べ
き

指
定
管
理
施
設
の
臨
時
職

員
に
は
、
役
場
並
み
の
指
定
管

理
料
を
上
乗
せ
し
て
い
る
の
か
。

職
員
へ
の
時
間
外
手
当
が
、

3
年
度
は
前
年
度
の
1.5
倍

近
く
増
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
と
思
う
が
、
業
務
の
整
理
を
し

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
や
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
進
め
る
べ
き
。

　
ま
た
、
職
員
の
給
与
水
準
を
示

す
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
も
、
3
・

4
年
度
と
も
97
・
３
で
県
下
19
市

町
中
17
位
だ
。
こ
れ
で
は
職
員
も

や
る
気
が
起
こ
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
せ
め
て
真
中
ぐ
ら
い
ま
で

上
げ
る
べ
き
。

　
次
に
、
心
の
不
調
に
よ
る
長
期

病
気
休
職
者
も
、
全
国
平
均
よ
り

多
い
。
町
の
フ
ォ
ロ
ー
や
支
援
は
。

２
０
１
９
年
4
月
以
降
、

働
き
方
改
革
法
が
順
次
施

行
さ
れ
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
や
年
次
休
暇
の
確
実
な
取
得
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
し
て
、
正

規
・
非
正
規
職
員
間
の
不
合
理
な

待
遇
差
是
正
が
図
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
こ
こ
数
年
来
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
業
務
や
各
課
に
ま
た
が
る
コ

ロ
ナ
施
策
等
々
行
政
課
題
も
増

え
、
働
き
方
改
革
と
は
裏
腹
に
、

職
員
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て

い
る
。

　
昨
年
来
続
い
た
数
々
の
行
政
ミ

ス
も
、
こ
う
し
た
新
た
な
施
策
へ

の
対
応
増
に
よ
り
、
職
員
が
慢
性

　

庁
舎
等
公
共
施
設
の
最
適
配
置

の
取
り
組
み
は
、
町
の
将
来
に

と
っ
て
必
要
で
、
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
固
い
決
意
の
も

と
、
こ
れ
ま
で
一
般
質
問
や
全
協

の
場
に
お
い
て
、
答
弁
説
明
を
し

て
い
た
も
の
で
あ
り
、
賛
同
い
た

だ
き
前
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

議
会
の
意
見
も
拝
聴
し
な
が

ら
、
現
在
の
場
所
に
決
定
し
て
き

た
経
緯
も
あ
り
、
そ
の
時
点
に
お

い
て
も
建
築
確
認
の
取
得
を
含
む

報
告
を
議
会
に
重
ね
た
う
え
で
、

着
手
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
進
め
て

き
た
。

　

管
理
施
設
の
正
規
職
員
は
、
役

場
の
任
用
職
員
を
基
本
と
し
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
の
職
員
は
最
低

賃
金
以
上
の
積
算
と
し
て
い
る
。

　

休
職
中
は
所
属
長
が
連
絡
を
取

り
合
い
、
状
況
確
認
や
試
し
出
勤

制
度
も
取
り
入
れ
た
。
ス
ム
ー
ズ

な
職
場
復
帰
を
目
指
す
と
と
も

に
、
復
職
に
際
し
必
要
な
ら
業
務

内
容
の
変
更
も
行
っ
て
い
る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

問問

問問

問

答

答

答答

庁
舎
統
合
計
画
に

　
　
　
　
　
　
関
連
し
て

職
員
が
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を

目
指
し
て

議会の大きな賛同を得る努力はQ

庁舎統合計画に
関連して

一般質問や全協の場で答弁説明してきたA
村西　作雄村西　作雄 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

政
治
手
法
は
、
議
会
や
町
民
の
理

解
が
得
ら
れ
ず
、
町
長
の
責
任
を

問
わ
れ
て
も
や
む
な
し
と
考
え

る
。

13

追
寺
川
の
排
水
整
備
計
画

を
、
６
月
議
会
以
降
ど
の

よ
う
に
検
討
し
た
の
か
。

急
速
に
進
む
高
齢
化
の
地

域
事
情
に
即
し
た
字
内
主

子
ど
も
の
貧
困
を
改
善
す

る
た
め
の
施
策
を
問
う
。

病
気
療
養
の
た
め
の
生
活

必
需
品
や
食
料
品
な
ど
の

買
物
時
、
運
転
免
許
証
の
返
納
後

は
移
動
手
段
に
大
変
困
っ
て
い
る

と
、
９
月
議
会
で
質
問
し
た
。
現

在
も
、
移
動
手
段
に
困
り
果
て
て

い
る
声
が
た
く
さ
ん
届
い
て
い
る
。

高
齢
者
の
立
場
に
寄
り
添
う
便
利

な
移
動
手
段
の
工
夫
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
か
問
う
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状
況

把
握
や
町
の
取
り
組
み
を

問
う
。

過
去
５
年
間
に
あ
っ
た
、

い
じ
め
の
重
大
事
態
事
案

か
ら
学
ん
だ
教
訓
を
も
と
に
し
た

校
園
へ
の
指
導
状
況
を
問
う
。

　

川
原
の「
調
整
池
」
の
揚
水
ポ

ン
プ
の
点
検
と
維
持
管
理
、
ポ
ン

プ
吸
い
込
み
口
の
ご
み
や
ヘ
ド
ロ

の
除
去
を
実
施
し
、
河
川
の
雑
木

の
伐
採
や
雑
草
の
除
去
を
行
い
、

流
下
能
力
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
彦
根
市
行
政
区
に
お
け
る

流
下
能
力
の
確
保
を
彦
根
市
と
連

携
し
適
切
に
管
理
す
る
。

　

町
内
各
字
に
わ
た
る
生
活
道
路

の
全
て
を
町
で
行
う
こ
と
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
除

雪
を
は
じ
め
、
除
雪
機
に
対
す
る

町
補
助
金
の
活
用
も
視
野
に
、
地

域
で
の
助
け
合
い
に
よ
る
除
雪
作

業
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

未
然
防
止
に
は
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
、
絆
づ
く
り
、
自
己

有
用
感
に
つ
な
が
る
授
業
や
学
級

活
動
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
整
え
ら

れ
た
教
室
、
受
け
た
い
授
業
の

実
施
、
ほ
め
る
・
励
ま
す
指
導
が

挙
げ
ら
れ
る
。
教
職
員
の
い
じ
め

に
関
す
る
感
度
を
上
げ
る
と
と
も

に
、
学
校
全
体
で
は
組
織
で
対
応

す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

　

子
育
て
エ
ー
ル
米
の
配
布
事
業

を
行
い
、
そ
の
な
か
で
養
育
支
援

が
必
要
な
家
庭
に
対
し
、
支
援
に

繋
げ
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
子
ど

も
支
援
課
職
員
が
電
話
連
絡
や
訪

問
配
達
を
行
っ
た
。
ま
た
、
定
期

的
に
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援

教
室
を
行
っ
て
お
り
、
職
員
が
関

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

子
ど
も
支
援
課
、
福
祉
課
、
学

校
が
子
ど
も
の
家
庭
の
様
子
に
気

を
つ
け
な
が
ら
、
状
況
把
握
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
校
園
の
担
当

教
諭
を
対
象
に
研
修
会
を
行
っ
た
。

子
ど
も
の
現
状
に
適
し
た
支
援
に

つ
な
げ
る
た
め
に
、
各
機
関
と
協

力
し
取
り
組
む
。

　

平
成
29
年
度
に
65
歳
以
上
の
町

民
１
、０
０
０
人
を
対
象
に
実
施

し
た
日
常
生
活
の
移
動
と
公
共
交

通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

愛
の
り
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い

な
い
と
い
う
回
答
が
74
．7
％
で

あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
停
留

所
の
増
設
移
設
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
を
協
議
し
、
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
共
助

の
取
り
組
み
と
し
て
、
町
内
の
自

治
会
で
仕
組
み
を
つ
く
り
運
行
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
引
き

続
き
、
地
域
の
取
り
組
み
を
共
に

考
え
サ
ポ
ー
ト
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
学
校
教
育
担
当
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

問問

問

問

問

問

答

答答

答答

答

中川　喜代和中川　喜代和 議員議員

高齢者の運転免許証返納後の生活移動
手段は

Q

高齢者移動手段として、タク
シー定額乗り放題の実現を

A 愛のりタクシー未利用者 74.7%、利便性の
向上に努める

自
然
災
害
か
ら
「
命
と
財

産
」
を
守
る
た
め
に

安
全
を
担
保
す
る

　
　
　
　
　
除
雪
計
画
は

子
ど
も
の
家
庭
環
境
を

　
　
充
実
さ
せ
る
た
め
に

子
ど
も
の
人
権
を

　
　
　
　
　
守
る
た
め
に

運
転
免
許
証
返
納
後
の

　
　
　
　
　
移
動
手
段
は

録画配信はこちら録画配信はこちら

的
に
疲
弊
し
て
い
る
中
で
、
起
こ

る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
私
は
分
析
し
て
い
る
。

　
今
回
、
町
の
宝
で
あ
る
職
員
の

勤
務
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ

か
ら
も
職
員
が
こ
の
町
で
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
今
何
が
必
要
な

の
か
の
課
題
の
あ
ぶ
り
出
し
と
そ

の
対
策
を
問
う
。

内 定・ 辞 退・ 採 用

会 計 年 度 任 用 職 員

時 間 外 手 当 / 年 間

　〃　一人当たり /年間

ラ ス パ イ レ ス 指 数

病 気 休 職 者

H30年度

12・1・11人

104人

33,379千円

259千円

96.0/19位

2人

R元年度

12・1・11人

110人

33,250千円

258千円

97.3/15位

2人

R2年度

15・3・12人

108人

29,317千円

233千円

97.8/14位

2人

R3年度

10・1・9人

122人

42,773千円

334千円

97.3/17位

5人

R4年度

15・4・11人

130人

※26,446千円

215千円

97.3/17位

5人

要
道
路
と
、
生
活
道
路
の
除
雪
の

見
直
し
状
況
を
問
う
。
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減
メ
デ
ィ
ア
・
親
読
書
な

ど
の
進
捗
状
況
や
今
後
の

対
策
を
問
う
。

学
力
低
下
や
将
来
の
夢
が

持
て
な
い
児
童
生
徒
の
要

因
と
対
策
を
問
う
。

読
書
活
動
の
実
態
把
握
に

つ
い
て
問
う
。

文
科
省
は
登
校
を
基
本
に

捉
え
つ
つ
、
従
来
の
画
一

的
な
教
育
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
に

20
年
後
は
ど
の
よ
う
な
町

の
姿
を
想
定
し
て
い
る
の 

か
。

今
回
の
パ
ブ
コ
メ
で
提
出

さ
れ
た
住
民
の
意
見
を
含

め
、大
幅
に
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

  

読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
全
て
の
小
学
校
に
図
書
指
導

員
を
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
図
書

館
司
書
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校

で
実
施
し
て
い
る
。

　

学
力
向
上
は
公
立
小
中
学
校
の

最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
今
後
も
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

学
力
向
上
に
は
基
礎
・
基
本
の

定
着
、
読
解
力
・
書
く
力
の
向
上

が
必
要
で
あ
り
、
漢
字
学
習
・
読

解
力
ド
リ
ル
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ

ル
等
を
活
用
し
取
組
む
。
さ
ら
に

今
年
度
か
ら
は「
根
拠
、
条
件
を

明
確
に
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
を

表
現
す
る
力
」
の
向
上
を
図
る
た

め
、
書
く
力
の
育
成
に
重
点
的
に

取
り
組
む
。
小
中
学
校
の
学
力
向

上
担
当
の
教
員
が
集
ま
り
、
学
ぶ

力
向
上
推
進
リ
ー
ダ
ー
会
を
立
ち

上
げ
、
書
く
こ
と
に
特
化
し
た
町

独
自
の「
書
く
こ
と
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
問
題
」
を
作
成
し
小
中
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て

い
ま
す
か
」
と
い
う
問
に
否
定
的

に
回
答
し
た
児
童
・
生
徒
の
割
合

は
、
昨
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る

が
、
町
民
意
識
調
査
で
は
、
肯
定

的
な
回
答
が
少
し
上
昇
し
、
将
来

の
夢
や
目
標
が
持
て
る
よ
う
な
機

会
が
、
少
し
ず
つ
構
築
さ
れ
る
と

捉
え
て
い
る
。

　

一
か
月
間
に
一
冊
以
上
本
を
読

ん
だ
児
童
・
生
徒
の
割
合
は
、
小

学
生
は
98
．２
％
、
中
学
生
は
79
．

１
％
で
あ
る
。
今
後
も
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
読
書
を
楽
し
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ち

じ
ゅ
う
読
書
の
推
進
に
努
め
る
。

　

豊
か
な
水
や
緑
が
織
り
な
す
美

し
い
自
然
や
景
観
の
な
か
で
、
多

様
な
歴
史
、
伝
統
、
文
化
が
息
づ

く
環
境
に
あ
り
、
集
落
や
商
工
業

地
域
が
存
在
し
、
周
辺
の
田
園
地

域
と
共
有
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。

　

今
回
の
案
を
大
幅
に
見
直
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
パ
ブ
コ
メ

の
意
見
は
参
考
に
す
る
。

　

子
ど
も
の
教
育
は
町
ぐ
る
み

で
、
部
局
横
断
的
に
連
携
し
、
か

つ
学
校
・
園
・
家
庭
・
地
域
・
関
係

機
関
等
が
課
題
を
共
有
理
解
し
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ

の
上
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
の

推
進
を
図
る
べ
き
と
い
う
提
案
で

あ
る
と
認
識
す
る
。

　

来
年
度（
仮
称
）
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
教
育
支
援
の
取
り
組
み
を
進

め
る
。
愛
着
と
誇
り
を
醸
成
す
る

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業
を
展

開
し
、
学
力
向
上
に
加
え
、
知
的

好
奇
心
を
高
め
る
こ
と
や
、
郷
土

学
習
や
理
科
・
科
学
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、

外
国
語
等
に
特
化
し
た
取
り
組
み

等
を
計
画
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

（
教
育
長
）

（
教
育
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
教
育
長
）

問問 問

問

問問

答

答

答

答答

答答

当
町
の
小
中
学
生
の
平
均

点
は
、
全
国
を
大
幅
に
下

回
る
県
平
均
と
比
べ
て

も
、
更
に
低
い
傾
向
が
長

年
続
い
て
い
る
。
根
本
的

な
分
析
や
効
果
的
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

２
０
４
０
（
計
画
編
）
と

（
ま
ん
が
編
）
は
と
も
に

当
町
の
上
っ
面
し
か
見
て

い
な
い
作
品
に
過
ぎ
ず
、

20
年
後
の
当
町
の
姿
を
視

学力低下、将来に夢が持てない
児童生徒の要因と対策は

Q

全国学習調査結果の
総括と課題

減メディア・親読書の取り組みを一層
推進する。　

A 森野　隆森野　隆 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

15

移
住
交
流
事
業
が
約
２
倍

の
５
，５
０
０
万
円
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
拠
点
運
営
業
務
は
１
，

０
０
０
万
円
の
予
算
で
、
業
務
内

容
が
理
解
で
き
な
い
。
ど
の
よ
う

な
住
民
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
査
定
の
検
討
、精
査
が
あ
り
、

予
算
化
す
る
判
断
と
な
っ
た
の
か

問
う
。

通
学
路
の
危
険
箇
所
の
状

況
や
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
安

全
対
策
は
。

各
事
業
の
実
施
は
職
員

が
そ
の
場
に
い
て
こ
そ

成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
親
切
丁

寧
な
窓
口
業
務
を
中
心
に
、
そ
の

現
場
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
解
決

す
る
こ
と
が
、
一
番
の
重
点
施
策

で
あ
る
。
安
定
し
た
窓
口
業
務
を

目
的
に
、
議
会
全
員
協
議
会
の
出

席
者
は
、
政
策
監
以
上
の
ほ
う
が

良
い
と
先
般
の
定
例
会
で
質
問
し

庁
舎
統
合
に
関
す
る
愛
知

川
庁
舎
の
工
事
が
完
了
し

な
く
て
も
、
現
在
の
状
態
で
、
秦

荘
サ
ー
ビ
ス
室
の
職
員
配
置
を
考

慮
す
れ
ば
、
支
所
の
ス
タ
ー
ト
は

で
き
る
は
ず
。
考
え
方
を
問
う
。

子
育
て
世
代
は
両
親
共
働

き
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

住
民
ニ
ー
ズ
の
大
き
さ
に
つ
い

て
は
、数
字
に
表
れ
に
く
い
の
で
、

非
常
に
難
し
い
。
予
算
査
定
で
十

分
に
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
様
々
な
角

度
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
た
。

　

学
校
や
保
護
者
、
地
域
な
ど
か

ら
の
情
報
を
基
に
把
握
し
て
い

る
。
町
内
小
中
学
校
、
道
路
管
理

者
、
警
察
、
地
域
住
民
と
連
携
し

　

保
護
者
の
就
労
な
ど
で
恒
常
的

に
保
育
を
必
要
と
す
る
児
童
か
ら

順
に
入
所
決
定
を
行
っ
て
お
り
、

長
期
休
暇
だ
け
を
希
望
さ
れ
る
場

合
で
入
所
が
で
き
な
い
と
き
は
、

や
す
ら
ぎ
学
童
保
育
所
や
ス
ポ
ー

ツ
学
童
保
育
所
を
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
。
ど
う
し
て
も
小
学
校
区

の
学
童
保
育
所
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
る
。

　

当
町
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
長
野

地
先
に
一
カ
所
あ
る
。
台
風
や
各

警
報
時
に
は
、
事
前
に
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
行
い
、
状
況
確
認
し
て
い

る
。年
一
回
の
点
検
を
し
て
お
り
、

最
近
で
は
注
意
喚
起
の
看
板
を
設

置
し
た
。

　

窓
口
業
務
を
は
じ
め
と
し
た
現

場
に
お
け
る
対
応
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
全
員

協
議
会
は
本
会
議
と
同
様
に
重
要

な
場
で
あ
る
。
大
事
な
テ
ー
マ
で

あ
り
比
較
的
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で

議
長
に
相
談
す
る
。

　

庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
秦
荘
庁
舎
の

職
員
が
愛
知
川
庁
舎
へ
移
る
の
を

令
和
６
年
の
夏
頃
と
予
定
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
に
は
秦
荘
庁
舎
が
支
所
と
し
て

し
っ
か
り
と
稼
働
で
き
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
早
い
時
期
か
ら
そ

の
体
制
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、

ひ
と
つ
大
事
な
視
点
と
し
て
捉
え

て
い
る
。

（
総
務
政
策
監
）

（
教
育
次
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
福
祉
政
策
監
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問問

問

問

問

答答

答

答

答答

久保田　正利久保田　正利 議員議員

安定した窓口業務を実施するため、
議会全員協議会の出席者は、政策監
以上とすべき

Q

現場の窓口業務が一番の重点
施策である

A

国道8号線を横断する長野地先のアンダーパス

３月に策定されたグランドデザイン2040

重要な会議の場であり、しっかりと説明ができ
る体制で臨む

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
す
る

予
算
査
定
の
判
断

通
学
路
の
安
全
対
策
は

議
会
全
員
協
議
会
の

　
出
席
よ
り
も

　
　
窓
口
業
務
を
中
心
に

長
期
休
暇
中
の

子
ど
も
の
居
場
所
は

秦
荘
支
所
の
ス
タ
ー
ト
は

録画配信はこちら録画配信はこちら

学
童
は
あ
る
も
の
の
、
預
か
り
時

間
の
制
限
や
費
用
等
の
条
件
が
厳

し
く
、
人
数
制
限
も
あ
り
、
保
護

者
の
負
担
が
増
え
て
い
る
。
現
状

や
町
の
考
え
方
を
問
う
。

通
学
路
合
同
点
検
を
実
施
し
順
次

安
全
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

た
。
体
制
が
変
わ
っ
て
い
な
い
の

で
、
そ
の
後
の
状
況
を
問
う
。

合
わ
せ
た
「
個
別
最
適
な
学
び
」

へ
と
転
換
す
る
目
標
を
か
か
げ
て

い
る
。
学
校
以
外
の
受
け
皿
を
行

政
が
率
先
し
て
整
え
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

覚
化
、
見
え
る
化
し
た
と

は
到
底
言
え
な
い
の
で
は

な
い
か

14
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３月に策定された総合計画後期基本計画

公
共
施
設
の
最
適
配
置
の

取
り
組
み
と
し
て
、
庁
舎

機
能
の
集
約
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
思
う
。
当
初
予
算
化
し
た
決
意

を
問
う
。令

和
５
年
度
は
、
第
２
次

町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
。
令

和
５
年
度
予
算
と
ど
の
よ
う
に
整

合
を
図
り
進
め
て
い
く
の
か
問

う
。

総
合
計
画
の
重
点
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
力

点
を
置
い
た
と
こ
ろ
や
、
令
和
５

年
度
の
目
玉
事
業
を
問
う
。

　

役
場
利
用
に
お
け
る
住
民
の
皆

様
の
利
便
性
の
確
保
を
担
保
し
、

併
せ
て
、
住
民
の
皆
様
に
御
負
担

い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
老
朽
化

し
て
い
る
公
共
施
設
の
維
持
存
続

に
係
る
費
用
を
減
じ
、
よ
り
今
後

重
要
度
を
増
す
ソ
フ
ト
面
に
お
け

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に

振
り
向
け
る
予
算
の
増
を
図
り
、

活
気
の
あ
る
町
で
あ
り
続
け
る
た

め
の
第
一
歩
と
し
て
取
り
組
む
所

存
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
を
一
体
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
財
源
の
裏
づ

け
や
施
策
の
優
先
順
位
等
の
明
確

化
に
よ
る
実
効
性
の
確
保
が
重
要

と
な
る
が
、
財
政
収
支
見
通
し
や

財
政
状
況
を
勘
案
し
、
種
々
の
施

策
の
実
現
性
や
事
業
の
実
効
性
を

重
視
す
る
た
め
、
様
々
な
角
度
か

ら
意
見
聴
取
や
検
討
を
行
い
、
総

合
計
画
と
令
和
５
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
十
分
に
整
合
を
図
っ
て

き
た
。
各
計
画
を
裏
づ
け
と
し
て

の
予
算
編
成
で
あ
り
、
着
実
に
事

業
を
進
め
る
。

　

次
代
を
担
う「
ひ
と
づ
く
り
」

で
は
、
子
ど
も
へ
の
投
資
、
健
康

へ
の
投
資
、
活
躍
へ
の
投
資
を

テ
ー
マ
と
し
、
子
ど
も
・
子
育
て

世
代
に
対
す
る
支
援
体
制
の
充
実

に
加
え
、
郷
土
学
習
や
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の

ま
ち
へ
の
理
解
を
深
め
、
愛
着
を

育
む
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
主
体
的
な
健
康
づ
く

り
な
ど
、
ま
ち
全
体
で
健
康
寿
命

の
延
伸
に
資
す
る
施
策
を
重
点
的

に
進
め
る
。

　

誰
も
が
活
躍
で
き
る「
し
ご
と

づ
く
り
」
で
は
、
人
流
へ
の
投
資
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
を

テ
ー
マ
と
し
、
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
に
加
え
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
等
の
外
部
人
材
の
登
用
に
よ
る

地
域
資
源
を
活
か
し
た
各
種
事
業

を
展
開
し
、
本
町
に
継
続
的
に
関

わ
る
関
係
人
口
へ
と
発
展
す
る
取

り
組
み
を
進
め
、
つ
な
が
り
の
創

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問問

問

答

答

答

庁
舎
機
能
の

集
約
化
予
算
へ
の
決
意
は

令
和
５
年
度
当
初
予
算
と

総
合
計
画
の
整
合
は

施
設
の
跡
地
利
用
は

総
合
計
画
の
重
点
戦
略

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

　
　
基
づ
く
目
玉
事
業
は

髙橋　正夫髙橋　正夫 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

出
・
拡
大
か
ら
稼
ぐ
力
の
発
揮
に

資
す
る
施
策
を
重
点
的
に
進
め
る
。

　

未
来
を
先
取
る
活
力
あ
る「
ま

ち
づ
く
り
」
で
は
、
安
全
・
安
心

へ
の
投
資
、
社
会
基
盤
へ
の
投
資
、

情
報
社
会
へ
の
投
資
を
テ
ー
マ
と

し
、
２
０
２
５
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

開
催
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
に
加

え
、
ま
ち
の
認
知
度
・
魅
力
度
を

高
め
、
人
の
流
れ
の
創
出
に
資
す

る
施
策
を
重
点
的
に
進
め
る
。

　

さ
ら
に
、
国
に
お
い
て
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略

が
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

地
域
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
デ

ジ
タ
ル
の
力
に
よ
っ
て
地
方
創
生

の
取
り
組
み
を
加
速
化
・
深
化
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
業
務
の

効
率
化
に
か
か
る
デ
ジ
タ
ル
実
装

を
進
め
る
。

　

ま
た
、
年
々
費
用
負
担
が
増
大

す
る
社
会
保
障
費
や
公
共
施
設
・

イ
ン
フ
ラ
に
お
け
る
老
朽
化
対
策

を
は
じ
め
、
住
民
生
活
に
不
可
欠

な
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
す
る
た
め
の
施
策
に
も
予
算
を

配
分
し
、
新
た
な
行
政
課
題
へ
の

対
応
も
着
実
に
進
め
る
。

17

旧
警
部
交
番
跡
地
と
警
察

官
舎
を
町
と
し
て
購
入
さ

れ
た
が
、
町
に
お
い
て
は
、
中
心

と
な
っ
て
い
る
一
丁
目
一
番
地
の

土
地
で
は
な
い
か
。

　
駐
車
場
の
利
用
は
町
職
員
の
た

め
の
駐
車
場
と
聞
き
及
ん
で
い
る

が
、
検
討
委
員
会
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

愛
知
川
公
民
館
の
跡
地
を

一
時
的
に
芝
生
の
公
園
に

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
維
持

議
会
や
住
民
に
説
明
が
し

っ
か
り
で
き
な
い
の
な

ら
、
町
民
に
真
意
を
問
わ
れ
て
は

ど
う
か
。

　
町
長
に
は
、
常
に
変
化
す
る
問

題
や
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
責
任

を
持
っ
て
迅
速
か
つ
柔
軟
に
意
思

　

旧
愛
知
川
警
部
交
番
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
に
、
旧
警
察
官
舎

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
に
、
そ

れ
ぞ
れ
取
得
を
し
た
。

　

庁
舎
等
あ
り
方
検
討
委
員
会
で

は
、
当
時
、
旧
警
察
官
舎
は
取
得

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
旧
愛
知
川

警
部
交
番
に
つ
い
て
は
、
解
体
し

た
方
が
良
い
と
の
ご
意
見
が
あ

り
、
検
討
委
員
会
の
意
見
と
し
て

ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
今
日
ま
で
、
監
査
委
員
の
立
場

に
お
い
て
、
一
般
質
問
を
控
え
て

き
た
が
、
町
の
大
き
な
課
題
と
し

て
質
問
す
る
。

　

公
民
館
お
よ
び
町
民
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
解
体
後
、
そ
の
ま

ま
の
状
態
と
は
せ
ず
、
今
後
、
教

育
・
体
育
施
設
を
議
論
し
て
い
く

ま
で
の
間
、
住
民
の
方
が
憩
え
る

公
園
と
し
て
活
用
す
る
考
え
で
あ

る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
今
後
具
体
と
し
て

事
業
の
着
手
に
あ
た
る
に
際
し
て

は
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
触
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。現
時
点
、

そ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
具
体
の

遊
具
等
を
詰
め
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
休
憩
で
き
る
ベ
ン
チ
の
配

　

議
会
な
ら
び
に
住
民
の
皆
様
に

対
し
、
丁
寧
な
説
明
を
と
い
う
観

点
で
、
質
問
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
か
ら
公
共
施
設
の
最

適
配
置
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

議
会
な
ら
び
に
住
民
の
皆
様
に
少

し
で
も
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
す

る
と
い
う
こ
と
に
努
め
て
き
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
し
っ
か
り
と

皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問問

問

答

答

答

澤田　源宏澤田　源宏 議員議員

旧警部交番跡地および愛知川公民館
跡地の活用について

Q

施設の跡地利用は

A

駐車場として整備予定の旧愛知川警部交番

愛知川公民館および町民センター

公共施設を機能させるには、駐車場は欠く
ことのできない要素

録画配信はこちら録画配信はこちら

当初予算化した決意はQ

庁舎機能の集約は
大変重要である

活気のある町であり続けるため第一歩
として取り組む

A

置
等
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

　

町
内
に
は
、
芝
の
あ
る
公
園
と

し
て「
ふ
れ
あ
い
広
場　

秦
の
郷
」

が
あ
る
。
こ
の
施
設
に
お
け
る
過

去
数
年
の
維
持
費
は
、
臨
時
的
な

費
用
を
除
く
経
常
的
費
用
で
約

20
万
円
前
後
で
あ
る
。
土
地
面
積

の
違
い
は
あ
る
が
、
経
常
的
費
用

は
、
同
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

決
定
で
き
る
質
の
高
い
判
断
力
を

求
め
る
。

費
に
ど
れ
だ
け
経
費
が
か
か
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。
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庁
舎
は
町
の
最
も
象
徴
的

な
建
物
で
あ
り
２
町
が

合
併
し
た
場
合
本
来
２
町
の
中
心

部
に
新
た
に
新
庁
舎
を
建
設
し
両

町
の
和
合
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
町
は
最
初
か
ら
新
庁
舎
建

設
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

庁
舎
統
合
の
最
大
の
目
的

は
経
費
削
減
と
公
務
の
充

実
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
つ

の
庁
舎
が
最
良
と
思
う
が
ど
う
か
。

将
来
的
な
新
庁
舎
建
設
の

際
に
は
議
論
が
行
わ
れ
る

も
の
と
考
え
る
が
現
庁
舎
は
総
務

省
が
示
す
耐
用
年
数
か
ら
し
て
も

あ
と
30
年
近
く
立
派
に
使
え
る
も

の
で
あ
る
。

（※1）試算額については、分担金必要総額を直接市町の基準財政需要額（消防費）で按分した場合の想定額 
 

（※2）現行については、平成24年2月時点における構成市町の状況を踏まえ「広域消防運営計画」による計算方式によるもの（令和5年度予算）。
        なお、この「広域消防運営計画」は、広域合併時における様々な課題を解決するために分担金の割合が算出され2市3町で合意されたもの。

分担金を基準財政需要額で按分した場合のシュミレーション

消
防
行
政
は
近
江
八
幡

市
、
東
近
江
市
、
日
野

町
、
竜
王
町
、
愛
荘
町
で
運
営
し

て
い
る
。
そ
の
負
担
割
合
は
合
併

時
に
交
わ
さ
れ
た
広
域
消
防
運
営

計
画
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。

合
併
か
ら
10
年
以
上
た
っ
た
今
も
、

本
町
の
負
担
額
は
人
口
や
財
政
需

要
額
が
ほ
ぼ
同
じ
日
野
町
に
比
べ

１
億
円
以
上
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

庁
舎
機
能
の
集
約
は
公
共
施
設

の
利
活
用
を
考
え
る
検
討
会
、
庁

舎
等
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
２
つ

の
検
討
委
員
会
で
の
議
論
と
答
申

を
尊
重
し
て
議
会
に
図
っ
て
い
る
。

　

最
初
か
ら
新
庁
舎
建
設
を
考
え

て
い
な
い
と
い
う
事
で
は
な
い
。

　

将
来
的
な
新
庁
舎
建
設
の
際
に

は
議
論
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え

る
が
現
庁
舎
は
総
務
省
が
示
す
耐

用
年
数
か
ら
し
て
も
あ
と
30
年
近

く
立
派
に
使
え
る
も
の
で
あ
る
。

交
番
は
警
察
と
協
議
し
て
移
設

可
能
と
受
け
取
っ
て
い
る
。

商
工
会
の
建
物
は
町
道
を
廃
止

す
れ
ば
接
道
要
件
を
満
た
さ
な
く

な
る
の
で
別
の
線
を
入
れ
る
か
修

正
を
か
け
る
事
に
な
る
。

　

私
も
合
併
か
ら
10
年
が
経
過
し

た
今
日
、
基
準
財
政
需
要
額
で
分

担
金
が
算
出
・
按
分
さ
れ
る
こ
と

が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
度
に
は
10
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
管
理
者
会
議
に
て
問
題

提
起
し
た
。
ま
た
課
長
会
で
も
会

を
も
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
本

町
以
外
の
市
町
で
は
前
向
き
で
な

く
実
務
の
面
で
は
難
し
い
様
子
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
町
長
）

問問

問問

答答

答答

答

消
防
に
か
か
る

負
担
金
に
つ
い
て

２
庁
舎
方
式
で

　
　
　
本
当
に
良
い
の
か

上田　太治上田　太治 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

居場所事業（ひだまり）の様子 愛知消防署　愛知川出張所

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
休
日

対
応

あ
な
た
の
一
日
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
事
業
に
つ
い
て

ご
み
問
題
に
つ
い
て
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５
類
引
き
下
げ
に
つ
い
て

①
ど
ん
な
問
題
が
起
こ
る

の
か
。

②
町
民
へ
の
対
応
は
。

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使

用

①
生
徒
の
欠
席
や
学
級
閉
鎖
の
時
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
状
況
は
。

②
買
い
替
え
時
期
は
。

保
護
者
負
担
軽
減
の
た

め
、
高
校
入
学
時
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
購
入
に
対
し
補
助
・
無
償

貸
与
に
つ
い
て
県
に
働
き
か
け
る

こ
と
を
求
め
る
。

障
害
者
（
児
）
サ
ー
ビ
ス

の
休
日
対
応
の
状
況
と
そ

の
対
策
は
。

１
年
間
の
実
施
状
況
と
効

果
は
。

廃
棄
さ
れ
る
食
料
を
減
ら

し
て
い
く
取
り
組
み
の
実

施
計
画
は
。

令
和
７
年
度
か
ら
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
、
現
在
の

町
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
同
時
流
行
に
つ
い
て
、

学
校
の
状
況
は
。

卒
業
式
、
入
学
式
な
ど
、

マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て

の
方
針
は

①
行
動
制
限
が
な
く
な
り
、医
療
費・

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は
自
己
負
担
に

な
る
場
合
が
あ
る
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
と
感
染
予

防
の
周
知
、
住
民
に
寄
り
添
え
る
相

談
窓
口
を
充
実
し
た
い
。

①
必
要
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
る
。

②
買
い
替
え
時
期
は
５
年
と
み
て
い

る
。
文
部
科
学
省
は
、
将
来
的
に
保

護
者
負
担
へ
の
移
行
を
見
据
え
て
い

る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
国
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
次
回
更
新
に
係
る
財

政
支
援
を
す
る
か
否
か
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。

　

町
が
言
及
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

卒
業
式
は
、
児
童
生
徒・
教
職
員

は
式
典
全
体
を
通
じ
て
マ
ス
ク
を
外

す
こ
と
を
基
本
と
し
、
声
を
出
す
時

は
着
用
す
る
。
入
学
式
で
は
、
文
部

科
学
省
の
通
知
を
も
と
に
新
学
期
の

対
応
を
す
る
。

　

同
時
流
行
は
な
か
っ
た
。

　

平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
事
業
所

で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
緊
急
・
夜

間
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
心
身

障
が
い
者
24
時
間
対
応
型
総
合
サ

ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

健
康
元
気
も
り
も
り
教
室
は
１

月
ま
で
の
累
計
登
録
者
は
１
６
０

人
、
平
均
参
加
率
は
63
％
、
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
97
人
が
回
答
し
、
95

％
の
方
が
講
師
の
指
導
・
運
動
メ

ニ
ュ
ー
に
満
足
し
て
い
る
。

　

居
場
所
事
業
は
１
月
末
ま
で
の

１
日
あ
た
り
の
平
均
参
加
者
数
は

　

令
和
５
年
度
に
町
食
品
ロ
ス
の

削
減
推
進
計
画
を
策
定
し
、
食
品

ロ
ス
の
発
生
抑
制
対
策
や
食
料
廃

棄
物
の
減
量
、
未
利
用
食
品
を
活

用
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
に
取
り

組
み
た
い
。

　

今
後
の
継
続
有
無
や
実
施
の
形

に
つ
い
て
、
社
協
関
係
者
と
も
協

議
、
検
討
を
重
ね
た
い
。

（
健
康
推
進
課
長
）

（
学
校
教
育
担
当
課
長
）

（
教
育
長
）

（
学
校
教
育
担
当
課
長
）

（
学
校
教
育
担
当
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

問

問問問

問

問 問

問問 答

答答

答 答

答答

答 答

廃棄される食糧を減らしていく実施
計画は

Q

未利用食品を活用するフードバンク等に
取り組みたい

A瀧　すみ江瀧　すみ江 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

※
こ
の
他「
香
川
県
三
豊
市
の
ご
み
処
理

施
設
を
視
察
し
た
時
の
町
長
の
感
想
」
も

質
問
し
ま
し
た
。

※
こ
の
他「
地
域
共
生
社
会
へ
の
実
践
」

も
質
問
し
ま
し
た
。

町は、新庁舎建設を最初から十分
検討していなかったのではないか

Q

庁舎問題について食品ロス防止対策

A ２つの検討委員会の議論と答申を
いただいた

(a)	 試算 ( ※ 1）
(b)	 現行 ( ※ 2）
(a-b)	 比較増減

増減率

近江八幡市
833,690
786,597
47,093
5.99%

東近江市
1,364,869
1,358,700

6,169
0.45%

日野町
279,697
263,868
15,829
6.00%

竜王町
209,530
197,675
11,855
6.00%

愛荘町
300,214
381,160
▲ 80,946
▲21.24％

（千円）14
・
４
人
、
月
一
回
の
外
出
支
援

で
観
光
地
は
特
に
人
気
が
あ
る
。

　

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。
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県
の
統
一
化
に
よ
り
、
ど

の
よ
う
な
恩
恵
を
受
け
た

の
か
。「

国
民
健
康
保
険
【
税
】」

と
記
述
し
な
い
県
の
見
解

を
求
め
る
。

県
か
ら
本
町
に
示
さ
れ
た

令
和
５
年
度
の
一
人
当
た

り
の
納
付
金
は
13
万
４
，７
２
０

円
で
す
。
標
準
保
険
料
は
11
万
９
，

６
６
１
円
で
あ
る
。
本
町
の
令
和

５
年
度
の
国
保
税
を
引
き
上
げ
ら

れ
る
の
か
。

　

基
金
の
活
用
は
、
想
定
を
上
回

る
負
担
増
へ
の
対
応
、
保
険
料
統

一
化
に
よ
る
被
保
険
者
の
過
重
な

影
響
が
あ
る
場
合
に
活
用
す
る
。

　

広
域
化
に
よ
っ
て
、
事
務
の
標

準
化
や
平
準
化
が
図
ら
れ
、
町
の

事
業
は
安
定
し
た
。

　

令
和
４
年
度
と
比
較
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
増
え
て
い
る
。
本
来
的
に

は
納
付
金
等
の
増
額
に
よ
っ
て
国

保
税
率
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ

る
が
、
運
営
協
議
会
か
ら
令
和
５

年
度
の
保
険
税
は
据
え
置
く
と
の

答
申
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

基
金
を
含
め
た
余
剰
金
を
活
用

し
て
現
行
税
率
を
維
持
し
た
場
合
、

数
年
後
に
は
運
営
が
困
難
な
状
況

に
陥
る
。

　

県
の
資
料
に
記
載
し
て
い
る

「
国
民
健
康
保
険
料
」
の
記
述
は
、

一
般
的
な
名
称
と
し
て
使
用
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
県
下
統
一
化

の
際
に
、「
税
」
の
表
記
を
廃
止
し
、

名
称
を「
保
険【
料
】」
に
統
一
す

る
意
図
で
使
用
し
て
い
る
も
の
で

な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　

義
務
教
育
就
学
の
被
保
険
者
等

の
課
税
の
取
り
扱
い
は
、
市
町
や

県
独
自
の
取
り
組
み
で
は
な
く
、

国
と
し
て
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。

　

昨
年
の
５
月
に
当
面
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
、
庁
舎
関
係
の

予
算
は
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に

計
上
す
る
旨
を
説
明
し
た
。

　

愛
知
川
公
民
館
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
の
活
動
は
、
愛
の
郷
を
複

　

庁
舎
、
現
保
健
セ
ン
タ
ー
と
横

一
列
の
配
置
が
最
善
と
考
え
る
。

　

伝
統
産
業
会
館
は
、
現
時
点
で

の
活
用
の
予
定
は
な
い
。
適
切
な

時
期
に
議
論
の
う
え
で
考
え
る
。

（
住
民
課
長
）

（
町
長
）

（
総
務
政
策
監
）

（
住
民
課
長
）

（
総
務
政
策
監
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問問問

答

答

答答

答

答答答

答

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

庁
舎
等
公
共
施
設
最
適
配

置
に
つ
い
て

基金を使って18歳以下の国保税
廃止を求める

Q

国として制度化されることが必要と考えるA

18 歳以下の国保税の
廃止について

改修予定の愛知川保健センター仮設畦畔工事が進む神郷彦根線

現
在
の
国
保
税
を
維
持
し

た
場
合
、
何
年
後
に
赤
字

財
政
と
な
る
の
か
。

令
和
４
年
度
で
も
基
金
積

み
増
し
が
行
わ
れ
て
い

る
。
基
金
の
一
部
を
使
っ
て
納
付

金
に
充
当
す
る
。
す
べ
て
を
使
用

し
な
い
の
で
、
今
後
の
使
途
を
確

認
す
る
。

新
保
健
セ
ン
タ
ー
を
旧
警

部
交
番
用
地
へ
の
変
更

と
、
伝
統
産
業
会
館
の
扱
い
を
問

う
。

保
険
者
の
裁
量
権
を
生
か

し
て
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
賦
課
金
を
廃
止
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

来
年
度
予
算
を
前
に
急
ぎ

協
議
の
場
を
持
っ
た
こ
と

を
問
う
。愛

知
川
公
民
館
お
よ
び
町

民
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
と

貸
し
館
業
務
の
移
行
に
つ
い
て
問

う
。

問問

問

問問問

辰己　保辰己　保 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

農
村
環
境
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム

ま
ち
の
公
共
事
業

　

町
で
は
農
業
用
燃
油
等
高
騰
対

策
緊
急
支
援
補
助
金
を
上
乗
せ
助

成
し
た
ほ
か
、
現
在
も
化
学
肥
料

低
減
に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し

国
の
肥
料
高
騰
対
策
事
業
が
続
け

ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
土
地
改
良

区
水
利
施
設
の
電
気
料
金
を
助
成

し
て
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。
町
内
22
の
集
落
で
取
り

組
み
を
頂
い
て
い
る
農
村
ま
る
ご

と
保
全
向
上
対
策
組
織
の
広
域
化

も
支
援
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
は
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
法
定
化
に
伴
う
地
域
計
画

を
全
て
の
地
域
で
策
定
す
る
必
要

（
副
町
長
）

答

持続可能な農村への
施策の必要性

21

農
村
環
境
維
持
発
展
に

は
、
耕
作
す
る
こ
と
に
よ

り
農
産
物
の
生
産
活
動
に
お
い
て

環
境
保
全
が
成
り
立
つ
も
の
で
あ

る
。

　
大
規
模
経
営
、
家
族
経
営
農
家
、

集
落
営
農
等
、
多
様
な
規
模
の
農

業
者
が
土
を
耕
し
作
物
を
作
る
こ

と
で
、
農
産
物
の
生
産
に
つ
な
が

り
農
地
の
保
全
が
保
た
れ
る
こ
と

が
大
事
で
、
荒
廃
さ
せ
な
い
こ
と

が
持
続
可
能
な
地
域
環
境
の
存
続
、

維
持
、
発
展
に
つ
な
が
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

神
郷
彦
根
線
で
の
説
明
会

で
は
用
地
買
収
が
完
了
し

て
い
る
と
こ
ろ
の
図
面
だ
け
の
説

明
で
、
工
事
の
内
容
は
詳
細
な
と

こ
ろ
は
分
か
ら
ず
、
農
地
の
管
理

作
業
を
す
る
側
に
立
っ
た
考
え
は

無
い
の
か
。

燃
料
・
肥
料
高
騰
は
、
助

成
さ
れ
て
い
る
。
機
械
設

備
に
対
す
る
助
成
は
、
集
落
営
農

だ
け
で
あ
る
。

　
認
定
農
家
の
個
人
農
家
に
対
し

て
は
、
米
価
が
下
が
っ
て
も
何
の

助
成
も
な
い
。
考
え
方
を
問
う
。

身
近
な
町
が
先
頭
に
立
っ

て
、
経
営
の
中
で
農
地
の

維
持
管
理
が
保
た
れ
る
と
い
う
の

が
一
番
大
事
で
あ
る
。
収
支
や
後

継
者
育
成
を
踏
ま
え
考
え
方
な
ど

を
問
う
。

　

米
価
の
変
遷
も
確
認
し
な
が
ら
、

協
議
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

農
業
経
営
の
維
持
は
国
の
経
営

所
得
安
定
対
策
が
主
体
と
な
っ
て

動
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
昨
年

度
は
事
前
契
約
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

　

な
か
な
か
本
当
に
難
し
い
。
収

入
補
償
等
々
と
い
う
こ
と
で
、
公

的
な
支
援
と
、
公
的
と
い
う
か
そ

う
い
う
支
援
の
枠
と
い
う
こ
と
は

当
然
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
厳
し
い
と
い
う
状
況

を
今
お
教
え
を
頂
い
て
い
る
。

　

県
、
町
の
公
共
事
業
は
、
い
ず

れ
も
地
元
の
地
域
の
皆
様
の
理
解

や
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
県
事
業
に
お
い
て
は
県

と
町
で
十
分
な
事
前
協
議
を
行
っ

た
う
え
で
、
地
元
と
も
し
っ
か
り

情
報
共
有
を
行
い
取
り
組
ん
で
い

く
。

（
産
業
政
策
監
）

（
農
林
振
興
課
長
）

（
町
長
）

（
建
設･

下
水
道
課
長
）

問

問

問問 答答

答

答

持続可能な地域環境の存続、
維持、発展は

Q

人･農地プランの法定化に伴う
地域計画の策定で

A小菅　久宣小菅　久宣 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

合
施
設
に
改
修
し
て
、
そ
の
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
今
後
、
愛

の
郷
の
改
修
設
計
に
お
い
て
、
貸

し
館
業
務
を
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
や

部
屋
を
確
保
す
る
考
え
で
あ
る
。

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
の
担
当
人

材
を
強
化
し
な
が
ら
、
県
、
Ｊ
Ａ
、

農
業
委
員
会
な
ど
関
係
機
関
と
と

も
に
農
地
の
利
用
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
集
落
営
農
条
件
整
備
事

業
補
助
金
を
継
続
す
る
ほ
か
、
園

芸
作
物
を
振
興
す
る
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
等
設
置
補
助
金
を
拡
充
す
る
。

ン
事
業
に
よ
り
出
荷
先
、
新
市
場

の
開
拓
を
中
心
に
対
策
を
し
た
。

ま
た
、
収
入
保
険
な
ど
の
取
り
組

み
は
今
後
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　

農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
で
も
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
多
様
な

担
い
手
の
育
成
を
謳
っ
て
い
る
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
法
定
化
に

伴
う
地
域
計
画
の
策
定
の
た
め
、

将
来
の
農
業
の
後
継
者
を
話
し
合

う
集
落
座
談
会
を
開
催
し
、
認
定

農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
に
加
え
、

個
人
農
家
や
兼
業
農
家
な
ど
多
様

な
担
い
手
が
農
地
を
有
効
利
用
で

き
る
仕
組
み
を
地
域
ご
と
に
考
え

て
い
く
よ
う
法
律
が
改
正
さ
れ
た
。

　

地
域
と
農
業
者
が
一
体
に
な
っ

て
農
作
物
の
生
産
や
農
地
・
農
村

環
境
の
保
全
を
考
え
、
実
現
に
向

か
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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ウ
イ
ル
ス
感
染
で
お
こ
る

「
子
宮
頸
が
ん
」
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

子
宮
頸
が
ん
発
症
者
や
死

亡
者
の
状
況
は
。

小
学
６
年
か
ら
高
校
１
年

相
当
の
接
種
率
や
接
種
向

上
策
は
。

　

令
和
５
年
度
に
、
町
の
福
祉
の

基
本
と
な
る「
第
５
期
地
域
福
祉

計
画
」
と
障
が
い
施
策
の
更
な
る

充
実
を
め
ざ
す「
第
７
期
障
が
い

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り

口
に
で
き
る
が
ん
で
、
20
歳
代
後

半
か
ら
多
く
発
症
し
、
若
い
世
代
、

20
歳
か
ら
30
歳
代
に
増
え
て
い
る
。

　

日
本
で
は
毎
年
１
万
人
以
上
の

女
性
が
子
宮
頸
が
ん
と
診
断
さ
れ

て
お
り
、
年
間
２
，９
０
０
人
の

命
が
子
宮
頸
が
ん
で
亡
く
な
っ
て

い
る
。

　

１
月
末
時
点
の
接
種
率
は
32
．

5
％
で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

産
婦
人
科
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
医
療
機
関
で
接
種
が
可
能
な
の

で
、
子
ど
も
の
か
か
り
つ
け
医
と

　

接
種
機
会
を
逃
し
た
方
に
つ
い

て
は
、
順
次
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
の
対
象
者
と
し
て
い
る
。
接
種

費
用
の
助
成
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効

性
を
お
伝
え
し
、
接
種
勧
奨
に
努

め
る
。

　

若
年
無
業
者
等
の
町
の
統
計

デ
ー
タ
は
な
い
。
実
態
把
握
は
困

難
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
８
０
５
０
問
題
」
の
よ
う
に
、

80
代
の
親
と
50
代
の
子
と
い
う
関

係
で
社
会
か
ら
孤
立
し
た
状
態
に

陥
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
問
題
が
複
雑

化
す
る
傾
向
も
あ
る
。

　

ひ
き
こ
も
り
に
な
ら
れ
た
方
の

社
会
復
帰
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
と
し
て
は
、
民
間
事
業
所
が
開

催
し
て
い
る
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
を

勧
め
て
い
る
。

　

注
意
す
べ
き
点
は
、
い
か
に
ひ

き
こ
も
り
を
事
前
に
防
ぎ
、
社
会

復
帰
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
長
期

化
さ
せ
な
い
、
早
期
対
応
の
あ
り

方
で
あ
る
。

　

ひ
き
こ
も
り
に
は
、
様
々
な
要

因
が
あ
る
。
生
育
歴
や
家
庭
環
境
、

学
校
や
職
場
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
内
で
の
悩
み
な
ど
、
丁
寧
に

ひ
も
解
き
な
が
ら
、
本
人
が
望
ま

れ
る
環
境
や
姿
、
将
来
を
伴
走
型

で
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
る
。

（
福
祉
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

問問問

答

答答答

答

答

答

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て

若
年
無
業
者
、

　
フ
リ
ー
タ
ー
、

　
ひ
き
こ
も
り
の
状
況
は

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
親
の

会
の
創
設
を
目
指
し
て

障がい者の親の声が福祉施策に
届くようにしたい

Q

各計画内で親の会の位置づけを明記するA

町福祉コミュニティ
親の会の創設について

平
成
９
年
生
ま
れ
か
ら
、

平
成
17
年
生
ま
れ
の
女
性

の
中
で
、
接
種
も
れ
の
方
が
お
ら

れ
る
と
聞
く
が
。

障
が
い
児
者
を
も
つ
親
が

集
ま
り
「
町
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
親
の
会
」
の
創
設
を
目
指

し
て
お
り
、
障
が
い
者
の
親
の
声

が
福
祉
施
策
に
届
く
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
う
が
、
町
の
考
え

方
は
。

一
度
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
社
会
復
帰

で
き
る
環
境
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

若
年
無
業
者
は
全
国
で

60
万
人
い
る
そ
う
だ
が
、

町
の
現
状
は
。

問問

問

問

河村　善一河村　善一 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

公
共
施
設
等
最
適
配
置
の

策
定
に
か
か
る
取
り
組
み

お
よ
び
関
連
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

　

３
３
３
億
円
の
試
算
根
拠
は
、

施
設
を
で
き
る
だ
け
長
く
使
用
し

続
け
る
長
寿
命
化
に
よ
る
転
換
を

図
っ
た
場
合
、
さ
ら
に
今
後
予
定

さ
れ
る
施
設
の
最
適
配
置
の
取
り

組
み
を
実
施
し
た
場
合
に
今
後
35

年
間
で
か
か
る
大
規
模
改
修
や
、

建
て
替
え
の
費
用
等
を
試
算
し
た

額
で
あ
る
。

　

現
在
、
行
政
が
取
り
組
む
公
共

施
設
の
最
適
配
置
の
対
象
以
外
の

公
共
施
設
は
、
現
状
施
設
を
維
持

し
続
け
た
試
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
務
省
か
ら
通
達
さ
れ
た
内
容

は
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
な

か
で
公
共
施
設
の
全
体
の
状
況
を

把
握
し
て
長
期
的
な
視
点
を
も
っ

て
更
新
や
統
廃
合
、
長
寿
命
化
な

ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
で
財
政

負
担
を
軽
減
・
平
準
化
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

　

個
別
施
設
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
、
議
論
を
し
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
あ
る
。

　

公
民
館
、
町
民
セ
ン
タ
ー
は
、

個
別
計
画
の
な
か
で
集
約
化
と
示

し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
施
設
に

つ
い
て
も
集
約
や
解
体
と
い
っ
た

施
設
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

答

答

答答

これまでの公共施設等最
適配置の策定の基本線は

当
初
維
持
管
理
に
か
か
る

費
用
が
４
６
８
億
円
と
明

記
さ
れ
て
い
た
が
最
適
配
置
実
施

後
は
３
３
３
億
円
で
試
算
さ
れ
て

い
る
。
全
公
共
施
設
84
施
設
か
ら

今
回
の
９
施
設
を
引
い
た
75
施
設

に
か
か
る
費
用
と
し
た
も
の
で
あ

る
か
。

「
公
共
施
設
の
利
活
用
を

考
え
る
検
討
会
」
を
設
置

さ
れ
た
が
、
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
。

個
別
計
画
で
は
当
初
、
殆

ど
の
施
設
が
長
寿
命
化
で

整
理
さ
れ
保
有
さ
れ
る
な
か
、
愛

知
川
町
民
セ
ン
タ
ー
が
公
民
館
に

集
約
と
あ
る
の
み
で
、
そ
れ
以
外

の
公
共
施
設
は
す
べ
て
残
す
形
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
こ
の
愛
知
川
公
民
館
と

愛
知
川
町
民
セ
ン
タ
ー
は
協
議
の

な
い
ま
ま
に
解
体
と
い
う
形
に
整

理
さ
れ
て
い
る
が
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
あ
っ
た
の
か
。

こ
の
最
適
配
置
の
策
定
に

合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り

を
今
後
も
取
り
組
み
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
両
庁
舎
の
耐
用
年

数
は
60
年
で
あ
り
、
現
在
、
33
年

を
経
過
し
て
お
り
、
２
０
５
０
年

に
は
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
０
１
７
年
４
月
に
国
か

ら
地
方
公
共
団
体
に
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
の

要
請
が
あ
り
、
２
０
１
７
年
３
月

　

国
道
８
号
バ
イ
パ
ス
と
い
う
こ

と
も
、
な
か
な
か
こ
れ
は
い
つ
か

と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
と

い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
む
ず
か
し
い

こ
と
だ
と
い
う
ふ
う
に
も
思
う
。

　

今
こ
の
愛
知
川
庁
舎
に
し
て
も

ま
だ
耐
用
年
数
が
30
年
あ
り
、
こ

の
事
業
の
半
分
を
や
っ
と
き
た
と

こ
ろ
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
使
え
る

も
の
は
利
活
用
し
て
い
こ
う
と
答

申
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
あ
る
も
の
を
し
っ
か
り
と
活

用
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
現
時
点
、
私
た
ち
が
進

め
て
い
く
も
の
に
な
る
と
い
う
ふ

う
に
捉
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
町
長
）

問

問

問問

問

答

個別施設計画の策定とは集約・統廃合・
長寿命化などか

Q

検討委員会から答申を受け、様々な方向性を
打ち出している

A外川　善正外川　善正 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら

相
談
の
う
え
、
早
い
時
期
に
接
種

さ
れ
た
い
。

福
祉
計
画
お
よ
び
第
３
期
障
が
い

児
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し

て
い
る
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
々
が
、
町
で

と
も
に
暮
ら
し
・
と
も
に
学
び
・

と
も
に
働
き
・
と
も
に
活
動
す
る

こ
と
の
実
現
に
向
け
て
、
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
町
が
推
進
し
て
い

る
地
域
共
生
社
会
へ
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
捉
え
て
い
る
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
数
多
く
頂
戴

し
、
各
計
画
内
で
親
の
会
の
位
置

づ
け
や
明
記
が
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
す
る
。

に
は
本
町
の
計
画
を
策
定
さ
れ
た
。

要
請
さ
れ
た
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

そ
の
10
年
前
に
国
道
８
号
線
バ
イ

パ
ス
が
完
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
近
隣
の
市
町
を
見

て
も
広
く
な
っ
た
道
路
付
近
へ
庁

舎
を
移
転
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
実

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
現
在
、
計
画
さ
れ
て
い
る

最
適
配
置
に
よ
る
庁
舎
統
合
は
15

年
間
現
状
の
ま
ま
で
と
ど
め
、
バ

イ
パ
ス
完
成
時
に
歩
調
を
合
わ
せ

た
ま
ち
づ
く
り
と
、
庁
舎
の
移
転

更
新
を
考
え
れ
ば
い
か
が
か
。

公共施設等総合管理計画
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　愛荘町では、例年、町内の小学生・中学生を対象に「愛荘町子ども議会」を開催していま
す。今年度は、中学生による子ども議会を開きました。その目的は、未来を担う子どもたち
に、町の仕事や議会の仕組みを理解してもらい、町政（政治）をより身近なものとして感じ
てもらうこと、また、子どもたちからの要望や意見を受け止め、今後の町づくりの参考とす
ることです。実際の議場で、臨場感のある体験を通して、子どもたちの今後の学習に活かし
てもらいたいと考えています。

町内中学校の生徒１０人が子ども議員になり、議長が進行して
一般質問をし、子ども議会宣言は全会一致で承認されました。

子ども議会
開催される。

1月18日

　
　
子
ど
も
議
会
宣
言

　　
私
た
ち
子
ど
も
議
員
は
、
愛
荘
町
の
「
人
が
輝
き　

人
が
育
つ　
未
来
を
拓
く　
愛
荘
の
教
育
」
の
理
念
を

大
切
に
、中
学
生
の
代
表
と
し
て
次
の
こ
と
を
宣
言
し
、

各
学
校
で
、
こ
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
主
体
的
な
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

一
、　

愛
荘
町
の
未
来
を
担
う
一
人
と
し
て
、
自
分
を

鍛
え
、
勉
強
や
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。

一
、　

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
い
じ
め
の
な

い
安
心
で
き
る
学
校
を
作
り
ま
す
。

一
、　

お
互
い
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
ま
す
。

一
、　

愛
荘
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
誇
り
に
思
い
、
ふ
る
さ
と
の
環
境
を
大
切
に

し
ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
18
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
荘
町
子
ど
も
議
会

　僕たちが町をよりよくするために意見を出
せることが、とても新鮮でうれしかったです。
今回の議会で議長を務められたことを誇りに
思います。本当にありがとうございました。

小
お

川
がわ

　愛
いつ

喜
き

 議長

定
期
的
に
通
学
路
の

除
草
作
業
を
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
私
が
小
学
生
の
頃
、
通
学
路

の
伸
び
た
雑
草
で
服
が
濡
れ
て

困
っ
て
い
た
時
、
母
が
、
学
校

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に

除
草
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
親
子
で
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。

　
除
草
作
業
が
字
ご
と
で
行
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
区
画

整
理
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
道

路
の
安
全
整
備
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
計

画
を
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
か

聞
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

秦
荘
地
区
の
公
共
交
通
機

関
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

こ
と
に
つ
い
て
提
案
し
ま
す
。

 

私
が
住
む
東
小
学
区
に
は
、
バ
ス

が
通
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
、
通
学

や
通
勤
で
公
共
交
通
機
関
を
使
い
た

い
人
が
沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
人
は
少
し

遠
い
と
こ
ろ
へ
出
か
け
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
高
齢
の
方
は
車
の
運
転
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
東
小
学
区
に
も
バ

ス
を
通
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

学
生
割
引
や
町
民
割
引
な
ど
を
す
れ

ば
、
利
用
者
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
私
た
ち
が
よ
り
安
全
に
快

適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
公
共
交
通
機

関
の
充
実
を
希
望
し
ま
す
。

問

問

通
学
路
の
除
草
作
業

公
共
交
通
機
関
の
充
実

　

町
道
の
除
草
作
業
は
、
宇
曽
川

右
岸
道
路
の
歩
道
を
は
じ
め
通
学

路
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
町
内

す
べ
て
を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
通
学
等
に
支
障
が
あ
る
箇
所

に
つ
い
て
は
学
校
を
通
じ
て
ご
要

望
く
だ
さ
い
。
ま
た
河
川
の
堤
防

は
、
河
川
愛
護
事
業
と
し
て
、
河

川
沿
い
の
自
治
会
へ
年
１
回
除
草

作
業
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
道

路
の
安
全
整
備
に
つ
い
て
は
、
地

元
要
望
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
警
察

と
町
関
係
部
局
で
通
学
路
合
同
点

検
を
行
い
、
区
画
線
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
等
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、

今
後
も
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
声
を

聴
き
な
が
ら
安
全
対
策
を
進
め
ま

す
。

　

愛
荘
町
内
に
は
、
近
江
鉄

道
の
ほ
か
、
路
線
バ
ス
、
愛

の
り
タ
ク
シ
ー
の
３
種
類
の

公
共
交
通
が
あ
り
ま
す
。
主

要
な
公
共
交
通
で
あ
る
「
愛

の
り
タ
ク
シ
ー
」
は
、
路
線

バ
ス
と
比
べ
て
き
め
細
や
か

な
路
線
を
少
な
い
経
費
で
運

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ス
の
運
転
を
完
全
自
動
化

す
る
実
証
実
験
の
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
新
し
い
技
術
は
、
今
後

の
課
題
を
解
決
す
る
鍵
の
ひ

と
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。
公
共

交
通
は
、
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
移
動
手
段
で
、
多

く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
自
治
会
や
各
種

団
体
へ
周
知
し
ま
す
。

（
建
設
・
下
水
道
課
）

答

答
（
み
ら
い
創
生
課
）

子ども議会 一般質問 ここがききたい！

（秦荘中学校）

（秦荘中学校）

（秦荘中学校）

辻
つじ

　　莉
り

子
こ

 議員

山
やま

本
もと

　妃
ひ

沙
さ

乃
の

 議員

　緊張感のある議会に参加できて光栄でした。
要望も様々な事情により、すぐに改善すること
は難しいけれど、気づいた点は伝えることが大
切だと分かりました。ありがとうございました。

　貴重な経験をさせていただきありがとうござい
ました。子ども議会では緊張しましたが、たくさ
んのことを学ぶことができました。この学びを生
徒会活動などに生かしていきたいと思います。
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子ども議会 一般質問 ここがききたい！ 子ども議会 一般質問 ここがききたい！

部
活
動
や
塾
、
習
い
事

の
関
係
で
、
私
が
帰
る

と
き
に
は
暗
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
多
く
「
こ
わ
い
な
」
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
わ
さ
を
感
じ

な
が
ら
の
帰
り
道
は
、
と
て
も
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
ま
た
、
信
号
機
が
な
く
て
、
横

断
す
る
の
に
不
安
を
感
じ
る
場
所

も
あ
り
ま
す
。
私
自
身
は
左
右
を

確
認
し
て
横
断
し
よ
う
と
し
て
も
、

自
動
車
や
自
転
車
が
私
た
ち
の
姿

を
確
認
で
き
ず
に
、
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。　
　

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
学
生
や

高
校
生
が
通
る
道
に
、
信
号
機
と

街
灯
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
考
え

ま
す
が
、
可
能
で
し
ょ
う
か
。

住
宅
地
が
増
え
、
小

さ
な
子
ど
も
が
道
路

で
遊
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
住
宅
地
は
、
曲
が
り
角
が

多
く
、
入
り
組
ん
だ
道
が
多
い

で
す
。
そ
の
た
め
、
曲
が
っ
た

と
き
に
子
ど
も
が
飛
び
出
し
て

く
る
と
、
車
や
自
転
車
と
ぶ
つ

か
り
そ
う
で
危
険
で
す
。
ま

た
、
小
中
学
生
の
遊
び
と
い
え

ば
、
家
で
ゲ
ー
ム
や
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
に
行
く
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
は

ボ
ー
ル
禁
止
の
公
園
が
増
え
て

い
て
、
住
宅
地
の
中
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
狭
い
公
園
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　
こ
の
現
状
か
ら
、
子
ど
も
が

元
気
に
遊
べ
ず
事
故
が
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
も
よ
い
、

広
い
公
園
を
つ
く
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

学
校
で
は
、
先
生

や
友
達
と
す
れ
違

う
と
き
、
挨
拶
を
し
ま
す
。

ま
た
、
部
活
動
の
先
輩
や
後

輩
と
の
挨
拶
で
は
、
よ
り
挨

拶
に
意
識
を
集
中
し
ま
す
。

そ
の
「
挨
拶
を
し
っ
か
り
し

よ
う
」
と
す
る
意
識
は
、
大

人
に
な
っ
て
か
ら
も
生
か
せ

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
挨
拶
は
、
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
り
、
交
流
の
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

挨
拶
を
お
互
い
に
す
る
だ
け

で
、
元
気
を
共
有
で
き
ま
す
。

挨
拶
は
と
て
も
大
事
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
全
体
で
の

あ
い
さ
つ
週
間
な
ど
を
設
け

て
、
愛
荘
町
を
「
挨
拶
の
町

（
愛
拶
の
町
）」
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
住
む
愛
荘

町
に
も
時
々
、
不
審

者
情
報
が
入
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
愛
荘
町
で
は
防
犯
対
策
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
２

つ
提
案
し
ま
す
。

　
ま
ず
１
つ
目
は
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
防
犯

カ
メ
ラ
を
人
通
り
の
少
な
い
と

こ
ろ
や
、
視
界
の
悪
い
と
こ
ろ

に
つ
け
て
お
く
と
、
も
し
何
か

あ
っ
た
と
き
に
カ
メ
ラ
の
お
か

げ
で
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
２
つ
目
は
、
街
灯
の
数
を
増

や
す
こ
と
で
す
。
あ
ま
り
車
の

通
ら
な
い
田
ん
ぼ
の
道
で
も
少

し
街
灯
が
あ
る
だ
け
で
、
み
ん

な
が
安
心
・
安
全
に
道
を
通
れ

る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
２
つ
の
提
案
か
ら
、
愛

荘
町
を
よ
り
安
心
・
安
全
な
町

に
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

先
生
た
ち
は
、
よ

く
学
活
な
ど
の
時

間
を
使
い
、「
地
域
で
の
過

ご
し
方
」
に
つ
い
て
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

多
く
の
生
徒
は
理
解
し
て
い

ま
す
し
、
考
え
て
行
動
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
全
員
が
先

生
の
話
を
聞
い
て
、
実
行
で

き
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
愛
知
中
学
生

が
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
に
、
周
辺
施
設
の
見

回
り
を
し
て
も
ら
い
、
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
し
か
し
、
先
生
た
ち

だ
け
で
は
限
度
が
あ
り
、
大

変
な
た
め
、
色
々
な
と
こ
ろ

に
協
力
を
し
て
も
ら
い
見
回

り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
実
現
可

能
で
し
ょ
う
か
。

部
活
動
は
と
て
も

楽
し
い
だ
け
で
な

く
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
と
も

に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
自

分
自
身
を
成
長
さ
せ
た
り
、

協
力
す
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
で
き
た
り
し
ま
す
。

し
か
し
、
本
校
は
、
部
活
動

の
種
類
が
少
な
く
、
本
当
に

入
り
た
い
部
活
が
あ
っ
て
も

本
校
に
そ
の
部
活
動
が
な
い

と
い
う
こ
と
が
毎
年
起
こ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
理
由

の
一
つ
と
し
て
、
活
動
で
き

る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
校
の
部
活
動

の
種
類
を
増
や
す
た
め
に
、

活
動
場
所
を
増
や
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
実

現
可
能
で
し
ょ
う
か
。

問 問

問
問

問 問

信
号
機
と
街
灯
の
充
実

元
気
に
遊
べ
る
公
園
づ
く
り

挨
拶
の
浸
透

防
犯
カ
メ
ラ
や
街
灯
の
設
置

商
業
施
設
の
見
回
り

部
活
動
の
種
類
や
場
所
の
充
実

　

挨
拶
は
、
人
間
関
係
を
築

く
第
１
歩
と
し
て
大
切
で
あ

り
、
色
々
な
意
味
が
込
め
ら

れ
た
魔
法
の
よ
う
な
言
葉
で

す
。
ま
た
、「
挨
拶
」
を
「
愛

荘
町
」
の
「
愛
」
の
文
字
を

使
っ
た
「
愛
拶
」
と
言
い
換

え
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
毎
年
７
月
に
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
各

小
中
学
校
の
登
校
時
間
に
校

門
前
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
地
域
の
方
々
に

交
じ
っ
て
生
徒
会
と
し
て
参

加
い
た
だ
い
た
と
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
道

な
活
動
を
、
中
学
校
の
生
徒

会
の
皆
さ
ん
の
お
力
も
お
借

り
し
な
が
ら
、
町
全
体
の
活

動
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

町
内
の
通
学
路
56
箇
所
に
防

犯
ブ
ザ
ー
『
愛
ぼ
う
く
ん
』

を
設
置
し
、
カ
メ
ラ
で
撮
影

を
し
て
い
ま
す
が
、
順
次
、

通
学
時
間
帯
に
連
続
し
て
録

画
で
き
る
カ
メ
ラ
に
改
修
を

進
め
て
い
ま
す
。
街
灯
に
つ

い
て
は
、
電
気
が
点
い
て
い

な
い
ま
た
は
点
滅
状
態
の
街

灯
は
、
日
常
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
や
地
域
住
民
か
ら
の
ご
連

絡
に
よ
り
、
修
繕
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
箇
所
へ

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
町
が

定
め
た
基
準
に
基
づ
き
、
主

に
通
り
抜
け
可
能
な
道
路
を

中
心
に
防
犯
灯
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
中
学
生
の
み
な
さ

ん
も
自
分
の
身
を
守
る
た
め

に
も
、
ラ
イ
ト
の
点
灯
や
反

射
材
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

愛
知
中
学
校
で
は
、
地
域

の
方
々
と
の
交
流
や
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
も
、
多
岐

に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、

自
分
た
ち
の
学
校
に
大
変
誇

り
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
誰

も
が
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
行
動
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
で
あ
り
、
学
校

生
活
だ
け
で
な
く
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
を
引
き
続
き
大
切

に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
見
回
り
は
、
行
政
も

含
め
地
域
の
様
々
な
団
体
等

で
期
間
や
場
所
を
決
め
て
実

施
し
て
お
り
、
中
学
校
の
生

徒
会
や
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
も
得
な
が
ら
、
町
全
体
で

よ
り
よ
い
町
に
な
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

両
中
学
校
の
部
活
動
は
、
秦

荘
中
学
校
ス
ポ
ー
ツ
部
が
６
部
、

文
化
部
が
２
部
、
愛
知
中
学
校

で
は
ス
ポ
ー
ツ
部
が
８
部
、
文

化
部
が
３
部
あ
り
ま
す
。
活
動

場
所
は
、
ス
ポ
ー
ツ
部
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
体
育
館
、
武
道
場
、

文
化
部
は
特
別
教
室
等
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
部
活
動
の
活

動
場
所
を
増
や
す
に
は
増
築
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
広
げ
る
必
要
が

あ
る
他
、
指
導
す
る
先
生
の
確

保
な
ど
も
必
要
で
す
。
国
の
方

針
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
休

日
の
部
活
動
の
地
域
連
携
や
地

域
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
活

動
移
行
に
向
け
た
取
組
の
検
討

を
進
め
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
声

を
聴
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
）

答
答

答
答

　

一
点
目
の
信
号
機
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
昭
和
30
年
以
降
、
交
通
事
故

を
減
ら
す
た
め
、
国
に
お
い
て
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
交
通
事
情
も

変
化
し
、
必
要
性
が
低
下
し
た
信
号

機
の
撤
去
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
、
来
年
度
以
降
か
ら
目
加

田
地
先
の
交
差
点
を
県
に
お
い
て
新

た
に
環
状
交
差
点
、
通
称
ラ
ウ
ン
ド

ア
バ
ウ
ト
と
い
う
交
差
点
に
改
良
さ

れ
ま
す
。
信
号
機
の
設
置
は
、
容
易

で
は
な
く
警
察
と
協
議
し
な
が
ら
、

必
要
な
安
全
対
策
に
努
め
ま
す
。
次

に
二
点
目
の
街
灯
の
増
加
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
か
ら
の
要
望
を
も
と
に
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ

う
通
学
路
等
を
中
心
に
設
置
を
し
て

い
ま
す
。

　

自
治
会
で
管
理
い
た
だ
い

て
い
る
住
宅
地
内
の
公
園
は
、

ボ
ー
ル
遊
び
を
禁
止
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
高

い
フ
ェ
ン
ス
の
整
備
に
よ
り
、

自
由
に
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る

公
園
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公

園
の
な
い
近
隣
自
治
会
の
子
ど

も
た
ち
の
受
け
入
れ
な
ど
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
会
も

あ
り
ま
す
。
他
の
自
治
会
に
事

例
を
紹
介
・
共
有
す
る
こ
と
で
、

健
や
か
な
成
長
を
地
域
ぐ
る
み

で
支
え
て
い
け
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。町
内
に
は
、様
々

な
公
園
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ほ
か
、

古
墳
公
園
や
み
ゆ
き
公
園
が
あ

り
ま
す
。
ラ
ポ
ー
ル
秦
荘
の
ふ

れ
あ
い
広
場
は
、
今
春
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
友
人
や
家
族
で

ぜ
ひ
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
建
設
・
下
水
道
課
、

　

く
ら
し
安
全
環
境
課
）

（
み
ら
い
創
生
課
）

答 答

（
生
涯
学
習
課
）

（
教
育
振
興
課
）

今
いま

西
にし

　陽
はる

 議員
（秦荘中学校）

三
み

輪
わ

　奎
けい

太
た

 議員
（愛知中学校）

吉
よし

岡
おか

　沙
さ

夏
な

 議員
（秦荘中学校）

アルミレズ　ケンジ 議員
（愛知中学校）

谷
たに

田
だ

　愛
あい

華
か

 議員
（愛知中学校）

　3年ぶりの全員そろった子ど
も議会となり、初めての経験で
したが、自分の意見を議場で話
すことができ、よい機会となり
ました。ありがとうございまし
た。

　子ども議会に参加して、自分はとて
も緊張しました。みんな声を合わせて
読む所では、息が合わなかったりした
けれど、本番ではきれいに読むことが
できてよかったです。

　初めての議会だったけれ
ど、愛荘町をより良くするた
めに質問ができて良かったで
す。このような貴重な経験が
でき、練習した成果も発揮で
きてうれしかったです。あり
がとうございました。

　子ども議会では、普段体験できな
いようなことをしました。多くの人
の前で話すのはとても緊張しました
が、自分が思っている事が伝えられ
てとてもよかったです。

　何もかもが初めてで不安や緊
張もありましたが、自分たちが
住むこの愛荘町をよりよくする
ための思いを話したり、聞いた
りすることができて良かったで
す。ありがとうございました。

（愛知中学校）

（愛知中学校）

川
かわ

端
ばた

　晃
てる

実
み

 議員

髙
たか

久
く

　朝
あさ

妃
ひ

 議員

　子ども議会に参加させていただき、とても感謝
しています。また、提案や質問に対した答弁を聞
いて、役場の方々の愛荘町に対する思いを感じる
ことができたことをうれしく思いました。

　初めて子ども議会に参加して、不安や緊張など
の様々な思いがある中、自分が言う一般質問を大
きな声ではっきりと言えたのでよかったです。そ
して、愛荘町のことをよく考えられました。



　　　　

　　　　

　
　

【
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責
任
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作
雄
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隆
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み
江
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長

副
委
員
長

委
員

委
員

委
員

委
員

　　　　本会議のみ
インターネットで
 配信しています！

会議時間の詳しくは事務局へお問い合わせください。
議会事務局 ： TEL

FAX
42ｰ7670
42ｰ7698

6月 19日（金） 総務産業建設常任委員会（総務）　　　　　第４会議室          9：00〜
6月 12日（月）	 　　　　〃              （産業建設）　　　　　〃　　　　　 9：00〜
6月 13日（火） 教育民生常任委員会（民生）　　　　  　　〃　　　　　 9：00〜
6月 14日（水）	 　　　　〃              （教育）               　　〃　　　　　 9：00〜

◎5月 22日（月） 町長提案趣旨説明（開会）・議案審議　 議場　　　           9：00〜
◎6月   5日（月） 一般質問　　　　  　　　　　　　　　〃　　　           9：00〜
◎6月 66日（火） 一般質問・議案審議　　 　　　　　　　〃　　　           9：00〜
◎6月 22日（木） 議案審議（閉会）　　　 　　　　　　　 〃　　　           9：00〜

（都合により、会議の日時が変更になる場合があります）

常任委員会

本会議

上記の本会議・委員会を傍聴できます

６
月
定
例
会
の
予
定

録画配信ライブ配信

ライブ配信
LIVE STREAMING

愛荘町議会の愛荘町議会の

ホームページへホームページへ
映像配信

https://aisho-town.stream.jfit.co.jphttps://aisho-town.stream.jfit.co.jp

　

金
剛
輪
寺
の
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
うは
本
堂
前
の
二に

天て
ん

門も
ん

を
く
ぐ
っ
て
右
手
、
鐘

し
ょ
う

楼ろ
う

に
吊

ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）
２
月
に
県
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
梵
鐘
に
は
銘め

い

文ぶ
ん

が
刻
ま
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
の

乾か
ん

元げ
ん

２
年
（
１
３
０
３
年
）
に
鋳
造
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
河
内

の
鋳い

物も

師じ

助じ
ょ

安あ
ん

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
び
わ
町
の
本
誓
寺

と
愛
媛
県
興
隆
寺
の
鐘
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。
河
内
の
鋳
物
師
は

平
安
時
代
末
か
ら
河
内
の
国
を
も
と
に
西
日
本
一
帯
に
広
が
っ
た
鋳
物
師

集
団
で
助
安
は
そ
の
中
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

金
剛
輪
寺
の
鐘
は
助
安
晩
期
の
作
と
み
ら
れ
撞

し
ょ
う

座ざ

や
細
部
に
熟
練
し

た
技
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。
総
高
は
１
３
８
㎝
、
口
径
82
．２
㎝
、
重
さ

６
０
０
㎏
で
、
す
っ
き
り
と
し
た
姿
勢
が
印
象
的
な
も
の
で
す
。

　

現
在
は
保
存
の
た
め
、
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
の
入
口
ホ
ー
ル
に

移
設
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
説
明

「
金
剛
輪
寺
の
梵ぼ

ん

鐘し
ょ
う

」　
県
指
定
文
化
財

愛荘町議会だより
2023.5

28

　

晴
れ
渡
っ
た
空
に
新
緑
の
木
々
。

　

す
が
す
が
し
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
令
和
５
年
度
の

当
初
予
算
や
町
の
未
来
を
築
い
て
く
れ
る
中

学
生
た
ち
の
子
ど
も
議
会
を
中
心
に
構
成
い

た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
員
は
、
今
後
も
よ
り
よ
い
愛
荘

町
を
め
ざ
し
、
町
政
の
方
向
性
を
慎
重
に
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
議
員
一
人
ひ
と
り
が
研
鑽
を

重
ね
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
真
摯
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森
野　

隆　

記

移設前の金剛輪寺梵鐘


